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序

腕長野県埋蔵文化財センターは，昭和57年発足以来，ここにお年自を迎えました。

本年度も昨年度同様に，長野・佐久・上回・中野の四調査事務所体制で，事業の推進を図っ

てまいりました。なお，昭和61年に開設し佐久地方の上イ言越自動車道および北陸新幹線に関

した調査に携わった佐久調査事務所が，所期の目的を達成し， 3月末をもって閉所すること

となりました。長い間のご支援，ご協力を感謝いたします。

発揖調査は，上信越自動車道関連，北陸新幹線関連を中心に実施しました。詳しい内容は本

文に譲るとして，いくつか目だった調査を取り上げてみたいと思います。上倍越自動車道関連

では，更埴rI子屋代遺跡群の溝より多数の木簡が発見されました。県内はもちろんのこと，東日

本でも有数の量であります。内容を見ましでも， 呂本で最初の発見である国符木簡をはじめと

して，郡符木簡など，当地方のみならず日本の古代史の内容を大きく書き換えるものとして

目されております。また，信濃町の貫ノ木・日向林B遺跡で，旧石器時代の環状ブロックが多

数発見されました。遺物としては，磨製石斧が多数発見され，指肪酸分析の結果，その中の一

つがナウマンゾウの解体に使われた可能性があることがわかりました。北陸新幹線関連では，

長野市浅川扇状地遺跡群てコ当センターとしてははじめての経験となる本格的な市街地での調

査を実施しました。振動，騒音，ほこり問題などさまざまな市街地特有の困難に直面しました

が，多くのご支援，ご指導をいただき，本年度予定した調査を終了することができました。整

も，昨年度までに調査が終了した遺跡について，継続して実施しております。

もう一つの重要な柱である普及啓発活動も，遺跡ごとの現地説明会や速報展を通

して実施してきました。埋蔵文化財に対する関心の高まりからか，毎回多数の方々に参加して

いただきました。また今後当センターの調査研究の拠点となる県立歴史館の開館に際し，

寺平の弥生文化をテーマとして，開館記念企画展「赤い土器のクニjを開催しました。多くの

方々の注目を集め， 2万人を越える入場者を記録しました。

平成 6年度に実施した発掘調査・整理作業・普及公開事業等について，その概要を

掲載したものです。ぜひご一読いただき当センターの内容についてご理解を賜わり，

進に益々こ、協力いただきますようよろしくお顧いします。

終わりにあたり， 日頃より当センターの発掘調査をはじめとした諸事業に，ご協力， '-

をいただいております関係各位に対し厚くお礼申し上げるとともに，今後の変わらぬ」

とご支援をお願いいたす次第です。

平成 7年 3月

財団法人長野県埋蔵文化財センター

佐藤善庭
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I 発掘調査及び整理作業の概要

1 .概要

平成 6年度の発掘調査は，前年度から継続している上信越自動車道関連・北陸新幹線関連・

国道バイパス関連・オリンピックに関係した県道関連の遺跡を対象に実施した。整理作業は，

昨年度までに調査を終了した長野白動車道・上信越自動車道関連遺跡の一部を対象とした。

細は事務所ごとに報告し，概要を以下の一覧表に示す。

(1 ) 発掘調査

上信越自動車道関連
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北陸新幹線関連
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(2) 整理作業
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2 各調査事務所の事業

(1 ) 佐久調査事務所

発掘調査の概要

調査遺跡数 9遺跡 35，000m2

調査面積上信越自動車道関係佐久市芝宮遺跡群 (1，500m2
) ・郷土遺跡 (2，300m')

北陸新幹線関係 御代田町池尻遺跡(1， 400m2入佐久市中金井遺跡群 (100m2
)

呂遺跡群 (400m2
- 試掘)・常田居屋敷遺跡群 (2，300m')・前

(6，200m')浅科村砂原遺跡 (14，600m2
) ・中平・問中島遺跡 (6，200m2

)

調 査期間平成 6年 4月11日~平成 6年12月22日

自動車道関係では，一昨年より継続調査されている芝宮遺跡群と郷土遺跡の謂査を

行った。両遺跡とも今年度でほぼ全ての調査を終了した。芝宮遺跡群は 3年間にわたる調査の

結果，大規模な古代集落跡であることが判明した。田切りを隔てて北接する中原遺跡群と同時

期に営まれた集落と考えられることから，佐久平北部の古代集落のあり方を解明していく上で

な調査となった。郷土遺跡は200討を用地との関係てい来年度へ残さざるを得なかったが，

縄文時代中期後半を中心とする集落跡が検出された。出土する遺物も多く，他の地域との関連

を知る上で貴重な土器も出土している。遺構数 遺物量とも浅間LLI麓有数の遺跡であることが

判明しつつあり，今後の浅間山麓における縄文集落の解明に多くの資料を提供できた。

北陸新幹線関係の調査は，御代田町 1・佐久市 4・浅科村 2遺跡で行った。御代田町・佐久

市内の遺跡は，遺構が全くないか，あってもごく僅かであったが，浅科村の 2遺跡から興味深

い遺構が検出されている。砂原遺跡からは，厚さ 2mに及ぶ千曲川の洪水砂にパックされ，

墳時代前期~平安時代の集落，平安時代の耕作地が検出された。中でも平安時代の遺構は，小

区画の水田，畑地，そして畑地の一角に 1軒ではあるが竪穴住居が構えられ，用水路・あぜ道

・小川も見られる等，地形をうまく利用した当時の農村の風景がそのまま残されていた。県下

初の発見となったが，竪穴の周酉には幅約 2m，高さ 20cmの周堤が巡らされており，住居が廃

されてすぐに洪水に遭った様子がうかがえた。中平・田中島遺跡からは，古墳時代前期と平

安時代の集落跡が検出された。古墳時代前期初頭の集落はこの崩辺では初めての発見であり，

より若干後に造られた 4基の方形周溝墓の存在とともに，佐久地方が弥生時代から

時代へと転換していく時期を考える上で貴重な資料であると考える。

昭和61年10月に関所してから 8年 6ヶ月，上信越自動車道，北陸新幹線用地内にかかる遺跡

発掘調査を実施してきた佐久調査事務所はその業務を今年度で終り， 3月末開所することと

なった。関所以来，高速道関係41遺時・約40]]m2，新幹線関係15遺跡・約 8万m2の発掘調査と，

県境から佐久インターチェンジ間23遺跡の発掘調査報告書 2冊を刊行してきた。残る遺跡の整

理・報告書作成は次年度から上回調査事務所で継続されるが，これまで佐久調査事務所に寄せ

られたご支援，ご指導にこの場をお借りし感謝申し上げたい。

3 
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地図| 佐久調査事務所関係調査遺跡 (1 ; 100 000) 



上信越自動車道関連

しばみや

芝宮遺跡群

所 在 地:佐久市大字小田井字下曽根35番地ほか調査期間:平成 6 年4月 11 日 ~6月 10 日

調査担当者:藤原直人白高喜一郎征矢野安政 調査面積:1， 500m2 

遺跡の立地:浅間LLI麓南斜面末端部の田切りに挟まれた台地上

時代と時期:古墳時代後期~平安時代 遺跡の特徴:古墳時代後期~平安時代の集落

主な出土遺物:古墳時代後期~平安時代の土師器，須恵器，灰;frlJp旬器，万子，鉄倣，釘ーなど

調査の概要:芝宮遺跡群は佐久市の北部，浅間LLI麓南斜面の末端部に位置し田切りに挟まれ

た台地上，標高745~749mに位置する。現在の芝宮遺跡群付近は上信越自動車道の開通に伴い

周辺の開発は著しく発拐調奈の数も急増している。栗毛坂遺跡群・長土呂遺跡群・中

-周防士rn遺跡群など特に遺跡群の密集している地域であり，佐久平北部の古代を解明するため

な資料を提供しつつある。今年度をもって 3年間にわたった調査は終了した。調査の結

果，延べ面積は15，990m2，遺構の総数は!竪穴住居跡250軒・擁立柱建物跡100線以上・溝状遺構

9条・土坑1550基などである。 昨年度までの調査では遺構の密度のかなり濃厚な地点の調査が

となったが，本年度は調査区のほぼ中東部でありながら遺構の希薄な地区を調査すること

になった。大溝が緩やかに湾曲し，さらには墓跡と

あり方を考える上で興味深い資料を得た。

ごうど

2 郷土遺跡

られる土坑が確認されていることから，

所 在 地:小諸市大宇中宇中郷土4146番地ほか 調査担当者:桜井秀雄依田謙一

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~12月 22 日 上沼由彦山岡一英

調査面積:2300m2 白

遺跡の立地:浅間山南裾部，標高約830mの緩傾斜面上 征矢野安政

時代と時期:縄文時代前期~後期 遺跡の特徴:縄文時代の集落

主な検出遺構:縄文時代住居跡57軒，土坑約800基，平安時代住居跡 2軒，煙滅古墳 1基

主な出土遺物:土器:縄文土器，土師器，須恵器，五器:石鉱，打製石斧，磨製石斧，石匙，

第 Io 83号住居跡 第 2図 83号住居跡柄鏡部骨
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石製品:石棒，石盟，軽石製

品，土製品一

j二{品

郷土遺跡の発掘調査も 3年

目をむかえた。今年度は2500

m'が調査予定面積であったが，

用地問題の解決が難航したた

め，計13回にも及ぶ断続的な

を余儀なくされた。そし

て最終的には200討を来年度

に残さざるをえない状況と

なってしまった。

さて未調査地が残ってはい

るものの，この 3ヶ年の発掘

よって郷土遺跡はほぼ

その全貌をあらわしたものと

いえよう。

縄文時代の住居跡は現在ま

でに 125軒を検出した。時期

第 4図 703号土坑出土土器 的には前期初頭，中期

後葉，後期初頭と認められるが，最も盛行したのは中期後半であり，この時期の遺跡としては，

浅間山麓では今までに例をみない規模を誇るものである。敷石住居跡も雄認されているだけで

10軒を超えている。このうち83号住居跡は柄鏡形で比較的遺存状態が良好で、あり，柄部には石

を有する。石積みを有する柄鏡形敷石住居跡の発見は近年になって相次いでおり， もはや

特殊なものとはいえないようである。石棒が 3点出土しているのも興味深い。

炉は遺存状態の良いものが多く，石組炉が大半を占めている。炉の石材は安山岩系のものが

多いが，軽石を用いる場合も少なくはない。

今年度の調査で注目されるのが，動物とおぼしき骨類を伴う縄文時代の土坑の存在である。

(骨類の種類同定については現在鑑定依頼中である。)このような骨類を伴う土坑は100基以上

も認められたがその規模及び、出土状態はさまざまであった。細かい焼骨が土坑内に散らばるよ

うな状態で出土する例が多いが，中には鹿角のみが土坑内にあたかも埋納されたような状態で

出土する例もみられる。いずれもなんらかの祭記的性格が考えられるものであるが，これらの

土坑の性格等については今後の課題としたい。

また703号土坑(口絵写真 1)には，勝板式に併行する時期に比定される完形土器が埋車内さ

れていた。石棒や在血などを出土する土坑も数例みられる。

7 



土坑の中には，上記のほか と考えらえるものも相当数検出されている。過去 2ヶ年の

調査では墓坑の存在は認められなかっただけに，今後，本遺跡の集落構造を解明していくうえ

な資料を提供してくれるものと期待できる。

遺物は土器，打。製石斧，磨製石斧，~T鍛などが大量に出土している。特記遺物として， 101 

号住居跡から出土した三角j:害状土製品があげられよう。床面直上からの出土であり，長軸方向

に一子しが貫通し， 3 はいずれも沈線による同心円状の文様が描かれている。重さ 369gの

完形!日で、ある。また，軽石製品も多種多様なものがみつかっている。

ところで今年度の調査では煙滅古墳が 1基みつかった。 f小諸志jによると，

の 5基の存在が認められており， この煙滅占墳もそのなカかミの 1基でで、ある可能

態は悪くし， 床;右石Ei石1の一音部部15切カがf残存する居粧J度度てでで、ゆ、はあつたが， 被葬者と思われる人骨が比較的まとまっ

て出土している。他の遺物としては完形の須恵器がみつかっている。毘j誌は薙認できなかっ

た。須恵器j守くから判断すれば， 8世紀代に比定されよう。

また 2軒ではあるが，平安時代の住居跡も された。昭和40年の調査でも l軒みつかって

いる。当該期にもこの地に小規模ながら集落が営まれていたことが理解できる。

なお，遺構外ではあるが，和同開:時:が出土した。

近年，浅間山麓では縄文i村

なかでも特筆すべき遺跡である。来年度からの本格的

り浅間LLJ麓における縄文中期文化の実像を捉えていきたい。

。

を通じて，郷土遺跡はもとよ

10cm 

第 5図 101号住屠跡出土王角害状土製品
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北陸新幹線関連

3 池尻遺跡

所在地:北佐久郡御代田町大字御代田字池尻3635 1番地ほか 調査期間:平成 6年10月初日

~11 月 8 日 調査担当者:尾台昇 臼EEl武正調査車積:1， 400m2 遺跡の立地:浅間山裾部

の尾根及び谷部 調査地点は追分火砕流 (1108年)の末端部に当り，厚さ 30~160cmに及ぶ火

砕流堆積物によって覆われている。調査の結果，尾根の西斜而で平安時代後期の竪穴住居跡が

llsl発見され，住居廃棄後の;埋没途中で、火砕流によって覆われたことが覆土の堆積状況から明

らかとなった。 遺物は住居カマド部分から土師器のノFI~

4 中金井遺跡群

所在地:佐久市大字小田井字中金井797番地 調査担当者: 100nず

調査期間:平成 6年 4月11日 遺跡の立地:湯川 検出遺構・出土遺物:なし

ながとろ

5 長土巨遺跡群

所在地:佐久市大字長土呂字柳原352番地ほか 調査担当者:藤原直人 面積:400m2 期間

平成 6年 4月11日 遺跡の立地:出切り台地末端検出遺構:なし 泣物は自然流賂内堆積層

から弥生二i二器・土mfi器・ 5Jr(}主;器の1~支片が若干出土したにとどまった。

ときだいやしき

S 常国居麗敷遺跡群

所在地

調査控当者:藤原註人 白

2番地ほか

征矢野安政

調査期間:平成 6 年 6 月 13 日~ 7 Jg 4日

2，300m2 

遺跡の立地:浅間LLJ南麓末端部の台地 t: 主な出土遺物:青磁)Jj_・五輪塔(火輪)

遺跡の特徴:近世:の水上町

浅間山南麓の れた塚原泥流を基盤とする緩斜而台地の末端，標高690mを

~WJ る台地上に位置する。 遺跡の西 3kmには千曲)11が北流し，出1.7kInじは湯川が西流する。こ

の付近には塚原泥流の残した高さ数メートルの墳丘を忠わせる，い

わゆる「泥流

が点荘す

る。本遺跡か

ら東に約70m

の地点を佐久

L， 
7-;三

が調査(濁り

遺跡:平成 4

した結果， 第 6図 常国居屋敷遺跡全景

9 
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平安期以降の水出 3面を薙認している。

本遺跡で検出された遺構は近世以降と思われる水田遺構で，数条の畦畔により区画されてお

およそ 5区画分の水田を検出した。水田面は，本遺跡の東約400mを流れる濁)11の氾濫により

もたらされたものと考えられる，ややきめの粗い洪水砂に覆われた状態で確認された。ただし，

濁)11から離れるほど砂の量が減るため，西端の調査区では水前面を確認することができなかっ

た。なお遺物は事tj:土・鍬床より下層で出土したことから考え，検出された水田の時期は中世

(戦国期)を遡ることはない。

まえだ

7 前田遺跡

所 在 地:佐久市大字塚原字上塚原1652-2番地ほか 調査担当者:藤原直人

調査期間:平成 6 年 7 月 5 日 ~8 月 4 日 日

調 査 面 積 :6，200m2 征矢野安政

遺跡の立地:浅間山南麓末端部の台地上

主な検出遺構:古墳時代初頭の竪穴住居跡 1軒・土iJ'c2 中世の竪穴状遺構5基・土坑 5基

溝状遺構 1

主な出土遺物:内耳土器・古銭(宋銭)・輔の羽 [1 ・欽j宰・陶器など

佐久市北部の西端で浅科村局との村境近くに当たり，浅fB11Uf1旬麓の第一軽石流に覆われた塚原

泥流を基盤とする緩斜面の末端，標高690mの台地上に位註する。遺跡の西1.2kmには千曲川が

北流し，南1.5kmには湯)11が聞流する。この付近には前項の常Ell居屋敷遺跡群と同様に，いわ

ゆる「泥流丘jが点在する。遺跡の北約400mの地点には藤塚群がある。

中世では遺構の密度は希薄で、あるが竪穴状の遺構:と土坑が確認された。 5号ニt坑は鉄梓:・締

の羽口や若干の焼土なと。がtH土し，鍛冶跡の存在が考えられる。 7号土坑は銭を蓄えるため

(いわゆる備蓄銭)の土坑で，開元通宝(唐)・皇宋通宝(北宋)・紹!i;~)J乙宝(南宋)・永楽通

宝(明)など24種類150枚(北宋銭が主体)が出ごとした。 2

が検出され中 i止の土墳墓と考えられる。

北宋銭 4枚と共に人骨片

古墳時代前期の 2号住居跡では上部をかなり削平され，竪穴住居跡の全貌はつかめなかった。

6号土坑は焼土を伴う土器を用いた埋斐炉であるが，床面まで削平され柱穴が認められないも

のの竪穴住居跡の炉であった可能性が高い。

第 8図 前田遺跡遺構配寵図
@ o 10m -
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すなはら

8 砂原遺跡

所在地:北佐久郡浅科村大字塩名目字砂原397番地はか

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~8 月 25 日， 11 月 16 日 ~12月 28

調査面積:7，300m' 

遺跡の立地:千曲川右岸の低位段丘

時代と時期:縄文時代中期，古墳時代前期~平安時代前期，近世

調査担当者:

山岡一英

尾台

遺跡の特徴:縄文時代中期の生業域，古墳時代~平安時代の集落，平安時代の耕作地

主な検出遺構 主な出土遺物

土 器:縄文時代中期の土器，古墳時代~平安時代の

土剖i器・須恵器

器:打製石斧，磨石，砥石， コモ編み石

万子，銭貨

東南北の三方を よって間まれた，千由)11東岸の低位段丘上に営まれた遺跡である。広

く「コ」の字状に広がるこの段丘面は，佐久平の中央部を る濁川が東縁を流下し，また

おそらくここでは古東山道とルートを共にするであろう中山道が南端部を通過するなど，

境にも，農業経営にも適した地といえる。新幹線は段丘の北辺を通過することとなり，総延長

約900mに及ぶ調査を実施した。

広く平らな低位段丘内における砂原地籍部分は，文字通り砂の荒原と化した土地である。ふ

たつの河川に挟まれ， しかも最も低平な土地柄であるために，洪水被害に克舞われやすい場所

であったのだろう。今回の調査によって，一苦を埋め尽くした砂の由来は，ある一時の千曲)11

の大洪水がもたらしたものであることが判明したのである。最も厚いところでは， 2mを超え

る純粋砂の堆積がみられ，想像を絶する大水害で、あったことが窺い知れる。

しかしながらこの大被害は，皮肉にも当時の遺構を保存よくパックする最適の条件であり，

砂を退けることによって災害直前の様子をまざまざとみることができた。

砂の下には，調査IR全面に平安時代の農村の姿が極めて臭好に残されていた。濁)11近くの低

地には，緩傾斜をうまく利用した小区画水田が営まれ，わずかノト高い部分には高くしかも幅広

に畝立てされた畑が耕作されていた。しかも，わずか 1軒だが，畑地の合間を縫うようにして

られていた。その他，大i睦lH~~に挟まれた用水路や，単純に言えば畦道，その傍

らを流れる小)11までもが確認でき，まさに当時の情景そのままである。

ここで確認された竪穴住居跡は，王子安時代前期，凡そ 9世紀代後半の所産である。竪穴の閥

りには，幅 2m前後，高さ約20cmの潤堤帯が巡らされ，長野県初の}司堤帯付住居跡の発見とい

うことで話題を呼んだ(口絵写真 2参照)。住居内は洪水砂が充満していたが，わずか壁際の

しており，また一般に執り行われる住居移転に際するカマドの意図的破壊，

および土器の充填も認められ，被災する以前に廃棄された住居と考えられる。しかし，覆土の

堆積状況からして，被災宜前の廃棄であったことは明らかであり，洪水被害に遇った時期をお

11 



ぼろげながら察することが可能で、あろう。

また，水田には， 1:j二親1:を指し示す牛の足跡

が残されており，規則的な歩行痕の列を ~D

も少なくなかった。 田植え直前の代

掻の季節が想定できょうか。当時の被災記

録としては，仁和 4年，西暦888年の 5月

8日に起きた，信濃国の 6郡を流没させた

11二和の水害Jが著名だが，時期・季節と

もにこれと凡そ合致している点，興味深い

ものがある。 第9図 洪水砂層藍下の畑跡

自然堤防的な高まりをみせる調査区西端では，平安11寺代の耕地直下から古墳時代前期初頭~

-古墳時代後期末・平安時代前期の各段階の集落が認められた(第10図)。古墳時代前期

では，在来の土器群を保有する集落に混じり，胎土こそ違うが伊勢湾沿岸域の土器と瓜二つな

ものを集中的に遺存させる住居跡が存在し(第12図)，彼の地からの移住者がここに居を構え

たことを裏付ける貴重な資料となった。なお，北陸地方東北部の土器も何点か確認されている。

古墳時代後期末の集落は，律令初期に行われた集落の再編および土地の再開発により発生した

ものであろうが，住居軒数が際立って多いながらも，極めて短期的で， しかも佐久平の高燥地

突如現れた律令期の大集落群に一歩先行するものであり，当時の政治情勢を考える上で好

材料が得られた。また，平安時代初期の集落については，洪水砂で、覆われた耕地の耕作期間を

かなりのところまで限定することを可能にさせた点，重要な発見といえる。

らは，縄文時代rlこl期の遺物包含層が認められた。千出)11が河床を下げて，この

地がようやく陸地化した時のものである。 遺物量は比較的豊富で、あったが，石器組成は踏石類

に偏り，打製石斧の製作跡も確認されている。居住空間とは異なる生業活動の場であったこと

る。

第10図 洪水砂層に埋もれた平安時代の農村
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20m 

第11図 西端部の吉代集落(アミは吉墳時代前期) (1 : 800) 

) )ノ7
f
 

lOcm 

第12国 3号住居跡出土土器実測図 (1 : 4) 
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S 中平・田中島遺跡

所在地:北佐久郡浅科村大字御馬告:宇中平1247番地ほか

調査期間:平成 6年 5月256~ 9月28司

調査部積:6，200m2 

遺跡の立地:千曲)11左岸の第 2.第 3段丘

時代と時期:縄文時代前期~中期，古墳時代前期，平安時代前期

調査担当者:

尾台 昇

遺跡の特徴:縄文時代前期~中期のi立物包含層，古墳時代前期と平安時代前期の集落

主な検出遺構 主な出土遺物

土 器:縄文時代前期~中期の土器，古墳時代前期の土
その他

2 i遺物包含層
師器，平安時代前期の土師器・

13 I方形周溝慕 4基 石 器:磨・打製石斧， 1岩石，石鉱，石血，ハチの巣石

砥石

千曲)11西岸の河岸段丘上に営まれた遺跡であり，位置的には前項の砂原遺跡の対岸に当たる。

当地点周辺は，千曲)11の段階的な浸食が幾重にも及んでおり，四つの段丘が形成されている。

中平.EEl 1=1:1島遺跡は，それらの内の第 2・第 3段 i王上に営まれたものである。なお，地元浅科

村の遺跡地図では第 2段j王而が1=1=1平遺跡，第 3段丘面が日jJこ1=1島遺跡とそれぞれ別個に登録され

ているが，ここではこれを一括している。

昨年度行った，最も千曲川寄りの第 2段丘東端部， 1， OOOm2程の調査に引き続いての調査で

ある。前回の調査では，古墳時代前期初頭と平安H寺代の竪穴住居跡がそれぞれ 1軒確認されて

いる。本年度は，第 2段丘の奥まった部分と第 3段正面が調査の対象となった。

調査の結果，第 2段丘面では，新たに平安時代の竪穴生居跡 ll1汗と，第 3 に厚く堆

る黒色土中から縄文時代前期~中期の造物包含層を確認した。また第 3段丘iIiでは，縄文

時代中期の土坑・古墳時代前期初頭の竪穴住居跡 5l~F .同方形周溝墓 4基・平安時代前期の竪

穴住居跡 3軒その他がみつかっている。なお，第 3段j王面の外縁に位置する遺構は，後世にお

ける土砂流出のために半壊してしまったものも認められ，完全に失われた遺構も少なくないの

ではないかと考えられる。

第 2段丘に認められた縄文時代の遺物包含層は，中期末葉がその大半を占め，それと混在す

るような状態で中期中葉，あるいは前期末葉のものがわずかに拾えるといった内容であった。

ともに第 3段丘側へ寄るにしたがい顕著となるため，上段から放り込まれた， も

しくは流入してきたと考えるのが白然であろう。含まれる遺物量からすれば相当規模の該期集

落の存在が第 3段正面に予想されるが，土坑数基を確認したにとどまった。現段暗では調査対

象範囲の外にそれを求めるしかないが，先のことからすると，本来存在した第 3段丘縁辺の住

居跡や包含層そのものが流出した結果とも取れる。その判断には，さらに広域に及ぶ発掘調査

を必要としよう。

14 



頭の集落は，極めて単発的で，

代の幕開けと同時に成立したものであ

る。閤辺域では初の発見例であり，こ

れまでこうしたムラ をこのI也に

で紹介した砂原遺跡でも同様の集落が

認められ，古東山道がこの傍らを通過

していたと自されるこの地，そして佐

久の平野部に差し掛かろうとする

のこの場所にこうしたムラが突如出現

していたことが判明したのである。伊 第13国 3号住居跡

勢湾沿岸域とのつながりが色濃い砂原遺跡の状況とあわせて，佐久地方が弥生時代から

代へと転換していく様を考える上で貴重な資料を提供することになった。

方形周溝墓群は，供献された土器群からすると，これも比較的短期の内に形成された公算が

大きい。ただし，同期の住活跡を壊して造られたケースが 2か所で雌認されたため，既存の集

落を第 2あるいは第 1段丘に移動させた後の所産と考えられる。いずれにしても集落と一体と

なるもので，該期j造墓活動研究にとっては重要な資料となるだろう。

なお，重接関係をもっ 3号住毘跡(吉)と 1Jj子方形周溝墓ゆりからは，それぞれ良好な一

括資料が得られている(第15図)0 3号住居跡は床面一括， 1号方形周溝墓は覆士J二層のある

1か所に集中していたものである。異なる性格の遺構であるから，単純に比較することは危険

だが，微差ながらも型式において新旧関係を明確に表現しているといえよう。ほかの遺構出土

土器やさらに砂原遺跡を加えれば，これまで佐久地方においては不鮮明であった前期初頭から

前半の土器変遷の実体が，地域的にも時間的にもかなりミクロなところまで推察し得る資料と

なるに違いない。

第 14図 |号方形周溝墓と周溝内土器出土状態ゃ
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。 10 cm 

第15図 3号住居跡出土土器(上)・ i号方形周溝墓出土土器(下)実測菌 (1 : 4) 
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(2) 上田調査事務所

発掘謂査の概要

調査遺跡:13遺跡 83，140m2 

調査面積:上信越自動車道関係:東部町東原地遺跡 (900m2)・中国遺跡 (6，400m2
) ・

跡(10，700m2
) ・細田遺跡 (1，000m2

) ・森下遺跡 (34，800m2
) ・山の越遺跡(1， 700 

m2
) ・上田市大日ノ木遺跡 (2，900m2

) ・染谷台条里遺跡 (800m2
) ・宮平遺跡 (13，00 

Om2
) ・坂城町山崎遺跡 (650m2)・ (1， 000m2

) 

北陸新幹線関係: (8，590m2
) ・上田城跡 (700m2

) 

調査期間平成 6 年 4 月 11 日~平成 7 年 1 月 31 日

今年度は 4月当初から上信越自動車道関係の各遺跡で調査に入札秋以降の後半に北陸新幹

線関係の国分寺周辺遺跡群の調査を行った。国分寺周辺遺跡群は用地買収の遅れ・

変更などがあり計画通りの調査を行えず，又，住居跡等の遺構密度が非常に高いという状況の

中，平成 7年 1月末に調査を終了した。

自動車道関係であるが，東部町の各遺跡は祢津地区の複合扇状地に立地する。中田

跡は所沢川左岸に形成された古代の小規模集落で，鍛冶関連の施設や遺物を有する住居跡が数

軒あり，集落内における生業体制が示唆される。真行寺遺跡は昨年調査した桜畑遺跡や山の越

遺跡と状況が類似し縄文時代から中世に至る各時期の遺構が発見された。特に中世関係は大

小二種類の土坑群がまとまって検出され，覆土や出土遺物などから土墳墓に対応しそうである。

一方近接する森下遺跡では明維な中世の遺構がなく，遺跡の在り方など今後の検討課題である。

Bノ木遺跡は高位段段に立地する弥生時代後期から古墳時代前期を中心とし

て1昨年と合わせ20軒程の住居跡が検出された。焼失家屋の床面や埋没流路などから出土した

多くの土器群は上小地域の当該期を研究するうえで基本資料となろう。宮平遺跡も継続調査で

された。竪穴住居と掘立柱建物からなる古墳時代後期を主体とした

落が検出され，完形の円面硯が出土したことで注目された。

坂城町東平古墳群は昨年の 2基に続き残りの 1基(砥沢古墳)が調査された。直径15m程の

円壌で主体部は盗掘にあっていたが，葺石を施し山側に周溝をめぐらした墳丘の状況が明らか

となった。 遺物は少なく時期決定が困難であるが，昨年の 2基の古墳に相前後して構築された

といえよう。

北陸新幹線関係では国分寺居辺遺跡群が調査された。隣接する市道バイパスも合わせた

で上田市職員の派遣を受け共同調査となった。遺跡は信濃由分寺跡の西方500m程にあり，

段下位の段丘に立地する。 J主眼は弥生時代後期から平安時代にかけての密度の高い集溶跡て1

200軒弱の住居跡や掘立柱建物跡などが検出された。その主体は国分寺建立以前の古墳時代後

期である。平安時代では国分寺瓦をカマド構築材に転用した住居跡もある。上田市内 3例目と

なる和銅開祢も出土した。信濃国分寺跡周辺での大規模調査は今回が初めてで，

前や衰退期の一端が明らかになった。 を通じてより詳細な検討が加えられよう。
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上信越自動車道関連

中国遺跡

調査担当者:柳津所在地:小県郡東部軒祢津宇中田361

謂査期間:平成 6 年 8 月 18 日 ~ll 月 14 日

謂査面積:6，400m2 

寺沢政俊

藤森俊彦

遺跡の立地:千曲川右岸，烏帽子岳南麓の所沢)11左岸の扇状地 標高638~645m

時代と時期:縄文時代，平安時代 遺跡の特徴:平安時代の集落

主な検出遺構 主な出土遺物

土 器:縄文時代土器(前・中期)，平安時代の土師器

ど) ・須恵器・灰袖陶器

石 器:槍先形尖頭器，石鍛，打製石斧，敵石，

石製品:軽石製紡錘車

金属製品:鉄斧，万子，鍛造釘，鉄金具，

鍛冶関連遺物:鉄塊系遺物，鉄j宰，羽口，砥石，鍛造剥片，力、、ラス質j容解物

そのイ也:腿角，鹿下顎骨(平安住居一括出土)など

遺跡は烏帽子岳雨麓の緩斜面に立地する。 水田形成のために旧地形は改変され，削平により

検出された遺構も大半がその形状を壊されている。

縄文時代は明確な遺構を確認できない。ただ埋没河川の覆土や沼地の粘性土，

ら，石器類，土器類が出土している。

f確認された住居跡はいずれも平安時代後半期である。そのうちSB01は小鍛冶に属する

跡と考えられる。 6.4x5. Omのやや隅丸の長方形プランで，南隅に石組みカマドがある。

か

鍛冶炉は北壁際中央でj確認され，長径1.2mの不整楕円形で浅く皿状に窪む。その肩の一部

には厚さ 6cm程の粘土が貼られている。炉は全体に赤く焼

けて内部の炭・焼土層からは鍛冶剥片が検出されている。

また，鍛冶炉周囲の床面には多数の土坑， ピットが密集

している。南に隣接するこヒ坑からは炭や焼土に混じって，

椀形浮，細かく割られた鉄浮，カ、、ラス質溶解物や粘土材等

の鍛冶関連の遺物が出土している。西側に並ぶ径 1m程の

土坑 2基は，焼け痕のある角瞭や土器片が捨てられた状態

で出土しているが，その底面は堅く鼓き締められていて，

廃棄坑としての利用以前に加の機能を持つ可能性を残して

いる。

この他にも，鍛冶炉と考えられる施設を持つ住居跡が 3

軒，鍛冶剥片を検出する土坑を持つ住居跡が l軒あり，鍛

冶業に関わり深い集団の存在が想起される。
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しんぎようじ

2 真行寺遺跡

所在地:小県郡東部町祢津字元会下1095ほか

調査期間:平成 6 年 5 月 9 日 ~8 月 31 B 

調査面積:10，700m' 

遺跡の立地:求女沢JIIと所沢川によって形成された複合扇状地

調査担当者 JII崎保

井口

遺跡の特徴:なだらかな尾根に広がる縄文・古填・古代の集落跡，中世の火葬墓，

主な検出遺構 主な出土遺物

ゐ寸
竪穴式

住岩跡

掘立柱

建物罫
土坑

土器:縄文時代前期土器，古填時代~平安時代土師器・

器・黒色土器，中近世絢磁器

縄文 3 

古墳~古代
21 

。
3 

トー一一一一一一

7 

約

石器:石鍛，石匙，打製石斧，

石鉢，五輪塔，砥石
中世 2 400 

遺跡は，昭和43年!日菅平有料道路建設に伴う

調査が高速道建設予定地北東側(元会下地籍)

で行われた。 f桜畑

(長野県1968) によると遺構は検出されな

かったが，土師器・内耳土器・銅銭などが出土

し，付近にこれら遺物に対応する遺構が存在す

る可能性が指摘されている。

また，平成 3年度の踏査およ

土器や石器等の遺物が採集され，遺物包含層や

遺構が求女沢JII左岸の穏やかな尾根上に広がっ

ていることが想定されたので，第17図のように

釘，銅銭

擦石，凹五，

地区を し を行った。 第18図 ，5 K 250 土器出土状況

20 
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調査の概要 縄文時代・古墳時代・古

代の竪穴住居跡を中心とした集落跡と中

世の墓墳群が検出された。以下時代)11員に

概観したい。

縄文時代 ①区から前期中葉の長方形

の竪穴住居跡が 1軒，③区から前期後葉

の略円形の竪穴住居跡が 1軒検出されて

いる。また前期末の略完形の土器がSK

250より出土している(第18・19国)。

①区から古墳時代中期の隅

丸方形の竪穴住居跡が4軒検出されてい

る。そのうちのSB005は西側奥に縁石を

有する地床炉があり，南隅の住居内土坑からは

った灰白色の良資な粘土と

している(第20図)。

古代竪穴住居跡が16軒検出されてる。出土

遺物の詳細な検討がなされていないが，③区の

ものは大半が平安時代のものと思われる。 SBO

25から している。

中世 ①区は土坑のいくつかと掘立柱建物跡

が該期のものと考えられるが，遺物はあまり多

くない。③匿では中央を切るように北から南に

2条 (SD004・005) の流路が平行して走り，

揺鉢などの中世陶器を多く含んでいる。

この流路の東側から径30~50cmの略円形の小

土坑群が約100基発見された。ほとんどの土坑

内から炭・骨片・焼土が検出され，なかには銅

銭(北宋銭) (第21図)，青磁片，土師皿などを

伴うものがあることから中世の火葬墓群と考え

られる。

また，流路の西側には 1~2m内外のIH各楕円

形もしくは長方形の土坑群が検出された。その

うちの 1基には人骨が埋葬されていることや，

これらの土坑群も土師盟や陶峨器片を含むとこ

ろから中世の土壌墓群と思われる。
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第19国 S K 250 出土土器

第20国 S B 005 内土坑土器出土状況
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第21図 真行寺遺跡出土錦銭一覧



3 森下遺跡

所在地:小県郡東部町祢津字古大日2064ほか

調査担当者:)111[1奇保井口章五十嵐敏秀若林卓西村政和和田進

調査期間:平成 6 年 4 月 20 日 ~5 月 18 日， 6 月 13 日 ~10月 7 日， 12月 7日

調査面積:34，800m2 

遺跡の立地:大室山西南麓の求女沢)11と大星)11に挟まれた複合扇状地 標高670~640m

遺跡の特徴:縄文時代，古墳時代および古代の集落跡

主な検出遺構

陥日T{主}円凱;
阻lリ主Oむ札lζ二ρ 斗LujtZliz L F 

縄文時代 6 l 

古墳i時1¥，; 3 

r'i1¥，; 14 

r!l-jIl:以降

7詰 一iニ:l:Jt ノj、穴

47 83 
l 

トー一一

主な出土遺物

土器:縄文土器，土師器，須恵;器，灰粕陶器，

ミニチュア 男根形土製品

お器:石鍛，石匙，石錐，スクレイパー，凹石，

高支石，打製石斧，石血，五輪塔

金属製品:宋銭，鉄釘

調査地は北東から南西に下る緩傾斜面をなし，水田として利用されていた。 細田・桜畑

遺跡が，西に山の越遺跡が隣接して存在する。調査区内には埋没した自然流路が幾筋か走って

おり，遺構はこの流路に切られる尾根状部で主に検出された。時代・時期によって分布に偏り

があるものの，総じて集中する傾向はみられない。

縄文時代は，前期後葉の竪穴住居跡 2軒，中期中~後葉の竪穴住居跡 4軒のほか，

1基，土坑10基ほどがみつかっている。後世の削平により大きく損なわれているが前期の住

居は方形プラン，中期の住居は円ないし楕円形プランのようである。

古墳時代の遺構は中期の竪穴住居跡 3軒が検出された。うち干は焼失住居で，間仕切りの

-畝を伴う もある。規模は一辺 5m強である。

古代の竪穴住居跡14軒は調査区全域に割合まんべんなく分布する。一辺3.6m前後のものが

主流で，古墳時代に比べ小形になっている。カマドは東壁あるいは北壁に付設されている。

なお，確実な中世の遺構は検出されず，遺物も少ない。桜知・ iむの越遺跡で多くの中世遺構

が発見されているのに比べ，これが森下遺跡本来の在り方だとすれば，興味深い状況である。

第22図 19号住居跡 第23国 19号住居跡遺物出土状況
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4 東原地遺跡

所在地:小県郡東部町滋野字唐沢3263ほか

調査期間:平成 6 年11月 7 日 ~11月 11 日

調査面積:900m2 

遺跡の立地:大在沢)11によって形成された扇状地

調査担当者 昭弘

昨年未調査範聞に幅 9m長さ 20~30mの調査区を 4 ケ所設定し遺構・遺物の確認を行った。

以下は二次堆積のローム層となり，遺物包含層はなく遺構・遺物も発見きれな

かっ fこO

5 細沼遺跡

所在地:小県郡東部町祢津字細田1846ほか 調査担当者:)IIUI奇保

調査期間:平成 6 年 4 月 11B~4 月 27 日 井口

調査面積:1，000m2 五十嵐敏秀

遺跡の立地:大室山南麓，求女沢)11右岸の扇状地

主な出土遺物:縄文土器，土師器

昨年度調査範囲の東側の残件部分を本年度調査した。求女沢)11よりわずかな部分に

層は認められたが，遺構は検出できなかった。

やま こし

6 山の越遺跡

所在地:小県郡東部町祢津字町屋3084ほか

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~5 月 11 13 

調査面積:1， 700m2 

遺跡の立地:大室山南麓，大星川

検出遺構:竪穴住居跡(平安時代) 1軒，土坑 5基

主な出土濯物:縄文土器，土師器，黒色土器，須恵器

調査担当者:)111[1奇保

井口

五十嵐敏秀

昨年度調査範囲の北東隅の残件部分を本年度調査した。遺構検出面は大星)11よりにかなり傾

斜していて， )11沿いに黒褐色のシノレト混じりの牒 (IV層)が淳く堆積し，その上に

である暗褐色の粘土質シルト (III層)がのっていた。

は大星川にそっていたため平坦な部分は比較的わずかしかなく，そこで平安時代の

よぴ，土坑が 5基検出された。
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おひのき

7 大Eノ木遺跡

所在地:上田市芳田字山田853ほか 調査担当者:柳津亮

寺沢政俊

藤森、俊彦

調査期間:平成 6 年 4 月 7 日 ~8 月 25 日， 11 月 1 日 ~11月 25 日

調査面積:2，900m2 

遺跡の立地:千曲)11支流行沢川と瀬沢)11に挟まれた扇状地の緩斜面 標高639~646m

時代と時期:縄文時代晩期，弥生時代後期~古墳時代前期，古墳時代後期，奈良・平安時代

遺跡の特徴:弥生時代~平安時代の複合集落

主な検出遺構

竪穴 掘立柱

住居時 建物跡

1 (1) 

14 (10) 
3 

(2 ) 
古墳後期 2 (2) 

奈良・平安 12 (7) 

土坑 焼ゴ二助;

66 5 
(27) 

埋没

河)11

2 

主な出土遺物

土器:縄文土器，弥生土器，土師器，

灰Jfru陶器，手提土器

土製品:土偶，匙形土製品

石器:石鍛，石匙，スクレイパー，石錐，石血，

，打製石斧，磨製石斧，砥石

石製品:石剣，勾玉，臼玉

鉄・銅製品:銅鉱，鍋鈴，銭貨，鍛造釘 その他:炭化米，炭化材

本遺跡は，殿城山南麓の扇状地に立地する複合集落である。地形の高まる

西側には各時代の住居跡や掘立柱建物跡・土:l:Jcなどが集中し，東側では主に

縄文時代晩期と弥生時代後期から古墳時代前期の遺物が多量に出土する埋没

河川が確認されている。調査は平成 5年度(第一次)から開始して，今年度

は第二次・第三次の調査が行われた。なお，平成 7年度をもって発掘調査は ち

終了する。以下時代ごとに概要を記す。 第24図滑石製勾玉

縄文時代 晩期氷 I式期の貼り床・焼土跡を持つ住居跡が 1軒確認され，覆土から:土器片と

共に滑石製の勾玉(第24図)が出土している。この他に焼土跡 5基も当該期の可能性を残す。

遺物は主に埋没河川から出土し，晩期の氷 I式期を中心とした土器類や土偶・石器類がある。

特に石鍛(黒曜石・チャート製)と黒躍石の剥片が多量に出土し目立つ。また，早期の押型文

や絡条体庄痕文土器も出土している。

第25国 S 8112 遺物出土状況

弥生時代後期~古墳時代前期 住居跡が14軒発見され

当遺跡の中心をなす時期である。住居跡は 4本主柱の隅

丸方形プランが典型であるが，隅丸長方形や方形プラン

も見られる。また，ベッド状遺構を持つ住居跡と大型住

居跡が各 1軒確認されている。

ベッド状遺構を持つ住居跡 (SB112) は集落の中央に

し，北壁両隅にベッド状の高まりが確認された。床

面全体から20数個体の土器がほぼ完形のまま出土してい

る(第25国)。それらの多くは箱清水式土器であるが東
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海系のS字状口紘台付空やひきご査が伴出し興味深い。他に匙形土

製品や手担土器などの特殊遺物も含まれている。なお，この住居跡

は焼失しており，多数の炭化材と共に，炭化米が出土している。

大型住居跡はベッド状遺構を持つ住居跡の南に位置する。南半分

は古墳時代後期の住居跡に切られるものの，残存部分からその軸長

は gmを測る。また主柱穴の他に壁と接する で配置

され，周溝と間仕切りの溝も見つかっている。

地区東側の埋没河川では，最下層(砂利層)上の粘性黒褐色土層

から，当該期の様々な器種の土器がほぼ原形を保つ状態で，

出土している(第26図)。その状況は，ある一定の時期に故意に投

げ入れられた様子を示していると考えられる。 第26図壇没汗)11

古墳時代後期 住居跡は 2軒確認されている。 遺存状況の良い 1軒は，方形で北控中央に石

組みカマドを持つ。カマド周辺からは杯や裂と共に口紘音1)を欠く提瓶が出土している。また，

床面から砂岩製の玉1j~石が見っかり，玉造の工房跡である可能性を残している。

奈良時代・平安時代 この時期の住居跡は12軒である。そのうち，遺物などから奈良時代と

されるものは 2軒ある。平安時代の住居跡は耕作の影響を強く ているが，主として北援に

カマドを持つ方形プランが中心であろう。

平成 7年度は上田市豊里配水施設跡地の調査を行う。現在までの調査結果から，住居などの

中する集落域であることが予想され，その成果が期待されるところである。

/' 
/' 

¥φ 山、//

¥、，，'¥¥¥ '¥入。¥"""，" u 
、¥、

第27図 大国ノ木遺跡全体図 (1 : 1，000) 
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みやだいら

8 宮平遺跡

所在地:上田市 住 吉 字 宮 平965ほか

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~12月 16 B 

調査面積:13，000m2 

調査担当者:町田勝別 柳津秀一

田村彬

相津秀樹

遺跡の立地:矢出沢川右岸，東南(千曲J11 )方向に発達した扇状地の頂部

時代と時期:縄文時代後期，古墳時代前期・後期，奈良時代，平安時代，鎌倉時代

遺跡の特徴:古墳時代後期後半から奈良時代前半にかけての集落遺跡:。鎌倉時代の墓社。

主な検出遺構

ゐ寸 斗m又ム /¥. !授穴状 掘立柱 こ}ニ坑
溝跡

住居跡 地 i蒋 建物跡 (墓域含む〕

古墳前期 l 

古墳後期
65 ト一一一一一一一 70 1039 ト一一一一一一

奈良・平安
ト一一一一一

中i!t- 3 

(収納された部 7枚) (兜全な円菌硬)

主な出土遺物 第28図遺物の出土状況

土器・土製品:縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，灰::tfU陶器，紡錘車，土製支脚

石器・石製品:石鉱，刃器，黒u霊石片，紡錘1'1王，砥石，編み物石，高支石，日]石

金属製品:革帯呉(巡方・ ):Lif両)，銅製耳環，紡錘車qillJ，鉄斧，鉄撃，刀子，銭貨，釘

そ の 他:動物骨(古墳)，人骨(中世)，種子，べン方、ラ(古墳)

平成 5年 6月，上信越自動車道上旺iインター予定地で遺跡が新たに発見され， 7月，県教育

より，調査範囲が確認された。 5年度は工事-用道路部分2700討を調査し，
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第30図 竪穴住居跡(古墳時代) 第31図 掘立柱建物跡(古墳時代)

古墳時代から平安時代にかけて背まれた集落である。 遺跡の主たる時期は古墳

時代後期後半(長野県史古墳VJtJDから奈良時代前半(同奈良 1J明)にあたる。

出土j立物から遺跡の概要を列記すると以下のようになる。

遺跡初源JtJjの資料は，縄文時代後期中葉(力IIIfljJ手IJB式FJJ)の土器破片である。同時期!の所産

と考えられる黒u程石の石府および石鍛のl+1j二はあるが，泣楠は検出されなかった。

つづく弥生時代後期終末(符清水式J~J) からず時代前期(-lだ坑 I 期)にかけては

-小!?1器台の出土がある。住民ムの認定には根拠を欠くが，小竪穴~I)èの遺構が矢出沢川

に近い斜面i低位部に l基確認できる。

吉墳時代後期jは宮平の地に集落が形成され，その規模を拡大した時期である。検出できた住

居や建物跡の多くが該JUlに所属し，おおも寸ユ後J~]後半(県史古墳VJ~1)ないしは奈良時代前半

(県史奈良 1J明)にあたる。集落は矢出沢川よりの{創立:miから調査区中央の高位百rIに展開し，

北西側に張り1I¥す情せ尾根端部まで広がる。大!!?!住 1[1fTに 2~ 3 [1汗の通常規模の住居，それ

に建物 2棟程度でひとつのまとまりをもつようである。これを集落構成単位とみなせば，およ

そ9つのグループが確認できる。

奈良時代は古墳後期集落との関連で捉えられる前半を除き，集落規模は縮小する。奈良時代

第三から第四四半期にかけて，住居跡が数lFT程度肝if認できるにとどまる。

平安時代は，それ以前の遺構ほど検出状況は良好ではない。奈良時代の住居雑誌面で、重複例

を認めたり，遺構に伴わない状態での遺物出土がある。 5年度に発掘された縁和陶器を出土し

た住居跡の存在や検出地区が調査区北端であることを考慮すれば，地域外に集落が展開してい

る可能性が指摘で、きる。

戦国時代以降，明瞭な住居の痕跡は認められず，唐銭(卓し元重資)あるいはすり鉢を伴う土

墳墓のみ数基確認できた。土墳墓はいずれも人頭大の礁を伴い，調査状況からして集磯を伴う

土鰻頭であった可能性が高い。一体埋葬の個人墓であるが， 2基並列した例は家族墓的色彩が

強い墓のようである。

以上，調査時の所見に基づき概要を述べたが，遺物の所属時期及び、遺構の内容などについて

は今後の整理で明らかにしていきたい。
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第32国宮平遺跡

そめやだいじようり

9 染谷台条里遺跡

所在地:上田市住吉宇塚田541ほか 調査担当者:庚瀬昭弘

調査期間:平成 6 年 8 月 1 日 ~11 月 24 日

調査面積:800m2 

遺跡の立地:神川右岸の段丘酉(染谷面)

は国道144号線西側で矢出沢)11の支流に面している。 トレンチを設定し

より水田遺構の確認を行った。調査の結果，現水田直査下より灰・覧会褐色の砂際層や粘質土と

なり，水国土壌・水田に関する施設などは検出されず，遺物も出土しなかった。

やまざさ

10 山崎遺跡

所在地:埴科郡坂城町中之条字山崎1671ほか

調査期間:平成 6 年11月 10 日 ~11 月 118

調査面積:650m2 

遺跡の立地:御堂)11左岸の大峰山山麓

調査担当者:康瀬昭弘

平成 4・5年度に実施した調査では，平安時代の住居跡 1軒・土坑 2基など{韮かな遺構が検

出されたに止まる。今回の調査地は宅地となっていた所で，浅い表土層下は茶褐色の砂瞭層と

なり遺構・遺物は確認されなかった。
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ひがしっぴら とざわ

11 東平古墳群(砥沢古墳)

所在地:埴科郡坂城町大字中之条字開畝2385

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~6 月 29 日

調査面積:1000m2 

調査担当者

和田

西村政和

遺跡の立地:千曲川東岸地域，大道山西麓末端の緩傾斜部

f坂城町誌j中巻(森i鳴ほか1981) によれば，御堂)11古墳群の 5つの支群のうちの 1つが東

平支群である。今回，調査を行った古墳は，便宜的に，東平 3号墳と仮称したが，本来，砥沢

として周知されているものである。墳頂の標高約499mを測る。南西方に100mほど離れて，

S世紀中葉~後葉の築造と考えられる東平 1・2号墳が存在していた (1993年に当センターが

発掘調査を実施)。

本古墳は直径約15mの円墳である。傾斜地に構築されているため，山側(東側)での墳丘の

さは1.3m足らずだが，谷側では3.6mある。墳裾を取り巻いて山側では幅 2m，深さ 1mの

崩溝が廻り，谷側では溝に代わって幅 2m程のテラス状平坦面が廻る。段築，埴輪はない。

丘斜面には人頭大の角撲を用いた葺石が施されているが，盛土で築成した墳丘上半部のみに葺

かれ，堅田な地山を削り出した下半部にはなかった可能性が大きい。

墳頂には盗掘坑が大きく聞いており，主体部はほとんど失われている。僅かに残った南端部

分から，幅1.4m，長さ 3.5m以下，深さ 0.8m以内の墓墳をもち，主軸を南北に取る

体部がかろうじて推定される。

遺物は盗掘の撹乱土層および流土中から土師器片90点ほどと鉄倣4点が出土した。ニヒ師器は

すべて小片で種類・器形の判明するものは少ないが，査は含まれる。鉄鉱は長頚鍛である。

上述したように，遺物が寡少かっ状態不良であり，主体部構造も明らかでないため，

の築造年代を決定するのは難しい。現在のところ，東平 1・2号墳に後続する， 5世紀後葉~

6世紀初め頃を想定しておきたい。

第33関 砥沢古墳全景(上が北)

29 

古墳以外の遺構は炭焼窯がある。

溝外側の屑を切って構築したもので，奥行

き3.5m，高さ 2m以上，幅1.3m，焚口部

幅0.5mを測る平面長方形の窯である。操

業年代を特定することは難しいものの，中

世以降に属する可能性が高い。また，この

窯の東側に別の炭焼窯らしき遺構を検出し

たが，大部分に調査区外にかかるため，

細を明らかにすることはできなかった。

なお，古墳に伴わない遺物として，打製

石斧 1点，古代~中世土器数点，鉄塊系遺

物 2点が出土した。



北陸新幹線関連

こくぶんじしゅうへん

12 国分寺周辺遺跡群

所在地:上田市国分1994ほか 調査担当者:)11111奇保井口章五十嵐敏秀尾見智志

豊田義幸田村彬和田進若林卓相Il~畢売
調査期間:平成 6年 9月 1日~平成 7年 1)~ 31日

寺沢政俊相沢秀樹町間IJ料Ij柑Il?幸秀一

調査屈積:8，590m2 藤森俊彦西村政手[1炭 ì~J[ H召弘

遺跡の立地:千曲)11右岸の最下位段丘(千曲川水系神)11右岸の低位設丘?) 

遺跡の特徴:河岸段丘上に広がる弥生後期・古墳・奈良・平安の集落跡

主な検出遺構 主な出土遺物

土器・:縄文中期~後期土器，弥生後期土器，土師器，

陶磁器須恵器，黒色土器，灰軍rIl陶器，緑手111陶器，羽口

(平瓦・丸瓦)，人形土製品，

石器:石倣，打製石斧，擦石，鼓1:i，磨製石鉱

石製品:管玉，勾玉，臼玉，砥石，滑石製材~TI垂車，十13お製勾玉形模造ffh ，

金属製品:和田開時，北宋銭，鉄ffiht鉄j宰，

ついては，昭和38年からの信濃国分寺跡の調査で，国分僧・尼寺と i可

じ段丘lîíîの i明神前遺跡・西~Ii]遺跡も発掘調恋され，いずれも古代を中心とした遺跡であること

が知られていた。今回の調査範囲も平成 5年度の試掘調査によって，古代を中心とした大規模

な集落跡であることが二子想されていた。

遺跡の地理的環境 遺跡は信濃国分寺跡が位置する千EH]川の段丘よりさらに下位の段丘に立地

するが，二つの段丘は漸移的に移行し遺跡西側で一体となっており， 1明神高IfJ遺跡・西沖遺跡な

どとともに国分寺周辺遺跡群として認識されていた。

宅地などの収去状況や新幹線工事の工程に合わせて下r:mのょっに l区から 6区に

別し，さらに a， bなどに区分した。

なお， 11R・ 2区についてはトレンチ調査を行ったが，遺物包含層及ぴ遺構は検出されず，

!日北国街道が最下位段丘のはほ端に作られ，ここまでが遺跡範囲と考えられた。

従来，千曲)11の河岸段丘上に国分寺周辺遺跡群は立地していると想定されていた。しかし，

にある際層 (V層)はJ擦の走向がほぼ南南東で千曲)11起源とは考えにくく，さらに

第34呂 田介寺周辺遺跡群調査範囲と地区
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f擦が烏帽子岳出塊の安山岩に酷似していることを考え合わせると，神川起源の堆積であること

も想定される。さらに，遺物包含層 (IIIb層)を覆う砂礁層 (IIIa層)もこうした安山岩が主

体である。 1擦の走向は確認されないが， 5 b区検出の白然流路がこの砂探層によって埋没し，

南東から北聞に向かつて傾斜していることからIIIa層も神川起源の堆積である可能性が高い。

以上の点から国分寺周辺遺跡群は神)11の押し出しなどの影響を受けている地域であることが

推測される。遺跡の消長を考える上で重要な点であろう (山岸猪久馬氏御教示)。

遺跡の概要 以下， 3区から 6区までの謂査状況について時代順に概観したい。

縄文時代 明らかに縄文時代と考えられる遺構はないが， 3 -5区で縄文時代中期から後期

の土器と当該期に属すると思われる石鍛，打製石斧，凹石，擦石などが出ことしている。千曲川

の最下位河岸段丘上にこうした遺跡が存在することは上小地区の縄文時代の遺跡立地を考える

な所見といえよう。

弥生時代 過去の調査で弥生後期の住居跡が存在することは知られていたが，今回の調査で

も箱清水式期の住居跡が数軒検出された。とくにSB313では多量の土器が一括して出土してい

る(第35図)。

古墳時代 後期を中心にカマドを持った住居跡が多く検出された。本遺跡で検出された住居

跡の過半は当該期のものと考えられる。カマドの壁や天井に川原石を利用し，カマド周辺から

多量の土器が出土する例が認められる(第37図)。また， 3区て、、方形に区画する断面逆台形の

堀状の遺構が検出された(口絵写真 4参照)。区画内に共存する遺構は見つからなかった。

第35図 SB313 弥生土器出土状況 第36関 ST403 掘立柱建物跡

第37毘 SB339 土器出土状況 第38菌 毘介寺瓦を利用したカマド (SB506)
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奈良・平安時代 和間関祢が 6区の遺物包含層から出土した(第39図)。特筆すべき遺構と

しては， 9世紀後半の住居跡でカマドの構築材として信濃国分寺の瓦を転用しているものがあ

る(第38図)。当時の国分寺の管理経営の状況を窺える資料といえる。また，大きさ 1m弱の

土坑内に平坦詰が上を向く大きな石をもち，裏込石(ぐり石)も認められるものが 4基検出さ

れた。うち 3基が連続し， 1基がそれらに直交することから礎石建物跡の可能性がある。この

他，土師器盟が64枚重なって一括埋納された土坑(第40・41図)や井戸などがある。

検出された遺構は12世紀代までで，遺物包含層上位の神川起源と考えられる喋層がこの直後

の時期に堆積し集落としては廃絶したことが推測される。神)11と遺跡のかかわりについては今

後とも研究する必要があろう。

第39図和再開 祢

第41図 SK621 土器出土状況

13 上田城跡

所在地:上田市天神塚田1926ほか

調査期間:平成 6 年 5 月 26 日 ~9 丹 19 臼

調査商積:700m2 

遺跡の立地:千曲川の低位段丘

第40図 SK621 出土土器

三」ず

¥勾f

第42函 国介寺周辺遺跡群発掘調査風景

調査担当者:虞瀬昭弘

調査位置は上田城跡崖下の尼ケ淵と呼ばれる千曲)11低位段丘詣で信越線に隣接する。工事に

伴う掘削に合わせて土層観察や遺構・遺物の確認を行った。 は砂層・砂磯層が連

続して堆積し，千出川の氾濫源と考えられる。遺構・遺物は確認されなかった。
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(3) 長野調査事務所

I )発掘調査の概要

調査遺跡数:12遺跡 (54，030m2
)

調査面積:上信越自動車道関係:更塙市屋代遺跡群 (3，OOOm2
) ・窪河原遺跡 (5，OOOm2

)

北陸新幹線関係:更埴市更埴条里遺跡 (3，600m2
) ・屋代遺跡群 (4，400m2

) ・長野

市篠ノ井遺跡群 (2，800m2
) ・石)11条里遺跡 (3，500m2

) ・築地遺跡 (5，040m2
) ・於

下遺跡(1， 960m2
) ・)11中島遺跡 (310m2

) ・浅川扇状地遺跡群 (23，880m2
) ・

跡(340m2
) 

オリンピック道路関係:小川村西光寺遺跡 (200m2
)

調査期間:平成 6年 4月11日~平成 7年 1月31日

上信越自 -北陸新幹線・オリンピック道路建設関連の遺跡を調査した。 12遺

跡の大半は昨年度からの継続調査であったが，同一遺跡であっても地点を異にすると

内容が一変したり，家屋等収去の遅れからほとんど試掘ができないまま調査に至った

りしたため，事前の情報が十分とは言いがたかった。このため屋代遺跡群(上信越自

動車道)や浅川扇状地遺跡群では当初見込みを大きく上回る内容・調査量となり，

査研究員の対応が追いつかず，県教育委員会や当センタ-上田及佐久調査事務所職員

の応援を仰ぐこととなり， 1月末まで期間を延長させてようやく完了させることがで

きた。

内では屋代遺跡群出土の木簡がまず注目される。自然堤防の氾濫原側縁辺の

溝を中心とした水利施設に廃棄された大量の木簡は，奈良時代を中心としており，い

わゆる「郡符木簡Jや「国符木簡Jなどの稀少例を含む。記載内容も豊かで地域のみ

ならず日本古代史を書き換えるほどの資料である。木簡と共伴したのは大量の斎串や

形代，獣骨などで，律令体制下の祭杷に関わる可能性が濃厚である。官街のすぐ近く

を調査した感が強く，改めて自然堤防上の集落域を見直さねばならない。また，氾濫

原側には奈良時代以蜂水田が継続しており，水田開発の過程も考え査す必要があろう。

木簡の解読を含め，これからの整理作業が大いに注目される。

屋代遺跡群からは昨年に引き続き縄文時代の集落も発見された。中期後半の集落の

北限が把握され，その下層からは題堤をもっ竪穴住居十数棟から成る中期初頭の集落

も発見され，その中心部分を調査することができた。

長野市内犀川以南では篠ノ井遺跡の弥生時代後期集落と円形・方形屈

される。墓域は延長120mを超え，区画施設等を設けずに集落域に隣接する。この時期

の集中的な墓域は県内では例が少ないだけに，重要な位置を占めるだろう。

長野市内犀川以北では，信越線沿いに長野市役所付近から駒沢)11付近まで，部分的

に欠落はあるもののほぼ全域にわたり，縄文時代中期・弥生時代~中近世の遺跡が存

在することが判明した。浅川扇状地の地形変化に対応し，扇央から始まって次第に

端や沖積面へと展開した開拓の過程を復元し得る タが得られた。
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吏

地圏 3 長野鵠査事務所関係調査遺跡 (1 : 100，000) 
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上信越自動車道関連

やしろ

屋代遺跡群

所在 地 : 更 埴 市雨宮 謂査担当者: 平出潤一郎，島 水沢教子

調査期間:平成 6 年 4 月 1 日 ~12月 28 日

対象面積:約3，OOOm2

西山克己，出河裕典， 岡村秀雄，市村勝己

小平和夫，百瀬新治，一

遺跡の立地:千曲川右岸の自然堤防上および千曲川の旧流路埋没地点

調査遺構数:

エド1 層イ立 竪穴住居 i'1存 焼土 土:t:1i: 71<.田

中 世以降 I-IIIa 26 23 3面以上

飛鳥~平安 III a -IV I 92 27 6面以上

吉 境 IVb l d つ り 2 

縄文晩期 IX-1 2 

縄文後期 IX-2-沼-1 13 

縄文中期後葉 )唖 2-XIl-3 6 10 10 

縄文中野J11"葉 XI![-l-潤… 2
281 

3 16 

縄文中期初頭 XlV-1-町一 1 15 25 

縄文部期後葉 XVI-2 1 
メ口入 23 134 53 333 9面以上

その飽

6 

2 

5 

13 

1. 沖積地の調査 (第43図)の南半音15では，縄文時代の集落 2面と数多くの

;遺構・遺物包含層が確認された。北半部では，河川!の;埋没過程で作られた古代の水田，河)11 • 

j勇水の管理施設や祭最Eに関連する遺構が検出された(第45図)。調査面は，地表下 7m近くの

間に22面ほど(中世~古代 8面以上，縄文14面)を数え，さらに，下層をねらった深掘りトレ

ンチでは，南側で縄文前期などの遺物包含層が，北側では，古墳時代の遺物を包含する流路が

見つかっている(第44図)。今回は，安全確保の上から調査を断念せざるを得なかったが，地

表下約12m，こ存在する燦層までの間には， さらに多くの遺構・遺物が埋まっている可能性があ

る。これほど良好な遺構出が保存されていた理由には，千曲)11の変重なる洪水のほとんどが溢

流氾濫であり，洪水に際し，砂やシノレトが穏やかに遺構置iをパックしていたことがあげられる。

2. 縄文時代の調査 (IX'"'-'却層) 縄文時代の堆積層が残存していた南半部では，

部に存在する黒色化した土(旧地表面)を目安に検出を試み，遺構の集中する層を中心に

を行った。特に，昨年度調査区からの継続となる 3面の集落調査，集落面以外の遺物包含層の

不明確で、あった却層以下の状況を明らかにする点に主眼を置いた(第44園)。

‘ 柱状図作成方向
第43図 屋代遺跡群平成 6年度調査範囲
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356.00m 

代時墳
唐

古
住

一第 i水田(平安時代)

ー第2水田( グ ) 

第 3水出(奈良時代)

¥ 第 47.k回(飛鳥~奈良?)
第 5水田(飛鳥時代)

山々 VT一川一縄文前期後葉
西壁自然堤防地点山内!斗出

西壁東西流路地点

348.00 
黒色イヒ土層・遺物包合層(溝内を除く)

黒色化土麗

111111 遺物包含層

子必デ水田耕こと層
東壁深掘り地点

第44国 産代遺跡群⑥区柱状閤(上・下方向 S: 1/80 南北方向 S: 1/160) 

第45図 屋代遺跡群⑥区全景
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X層

SD8032 (飛鳥溝)

cπl 

却一(1)層 SB5412埋護

IOcm 

第46図 屋代遺跡⑤~出土縄文土器

|縄文中期の集落|潤-2層・中期中葉(勝坂期)では，焼土祉などが検出されたにとどまり，

昨年度の結果とあわせ，小規模な集落であったことが判明した。また， )霊 -2層・縄文中期後

(加曽利 E2~4期)の集落面では，数軒の竪穴住居が調査藍東南寄りで検出されたにとど

まり，集落の北西縁辺部にかかっていることが明らかになった。

|周堤の検出| これに対し，却-1層・縄文中期初頭(五領ヶ台 II期)の竪穴住居は， 15軒

(昨年度とあわせ19軒)確認された。住居の配置から，集落は千曲JlIの流路変更により削平さ

れた北側にひろがっていた可能性が強く，縄文中期初頭の最大級の集落であったことがうかが

える。また，遺物包含層を取り除く作業によって竪穴住居の周堤を一部検出することができた。

その他，住居覆土中や床面を掘り込んで埋葬された屈葬人骨や，多量の土器片・獣骨とともに

小児骨?や一握りの黒躍石ブレイクが集中して出土する遺物集中区などが注目される。
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|包含層の状況| 昨年度，実体の不明確であった包含層のうち， X層中からは堀之内 II

が， また，苅-1層からは焼土土止に伴って堀之内 I式土器が検出され，時期が明確となった。

さらに，遺構の確認できていなかった活… 1，週一 3層などからも焼土祉が確認され，この地

区の利用頻度の高さを改めて確認することになった。 yy層以下については， トレンチ調査にと

どまったが，XV'I 2層で諸磯C式土器と焼土祉などが見つかり， XVill-2層中からは時期・用途

不明であるが，大形の擦を 1点検出している。

3. 千曲川の流蕗変更と埋没過桂の遺構(IV窟) ⑥区中央以北に千出)11の流路が入り込んだ

のは，縄文晩期~古墳時代にかけてと考えられる。しかし，調査は地表下 6mほどでとどまっ

ており，河床ちかくに包含されている遺物の時期を確定するにはいたっていない。この流路は，

東→西方向に調査区を横切っており，流路の南崖には湧水地点が数カ所存在する。

;湧水点祭需El古墳時代後期(6世紀前半あるいはそれ以前)には，集落境の崖に存在する湧

水坑内から，磨耗した土器片とともに五類が出土している。また，流路斜面からは，

などが出土しており， 1勇水を中心とした祭示日の存在をうかがわせる。

|水田・湧水点施設 I 6 ~ 7世紀代に，流路は急速に埋没する。 7世紀代には，埋没した流路

の北半部に客土するなどして水田を造成している。この水田は，洪水による埋没を繰り返しな

がらも，平安時代前半までは維持されていく。 8世紀代には，大畦畔の延長線上の流路内に，

杭が打ち込まれ，流路を分流させている(第47図)。湧水地点には，機敷，木樋， ;}C門などの

施設(口絵写真 5)が設置され，祭肥関係の木製形代や獣骨，土器類の出土が目立ってくる。

湧水地点は，流路とともに洪水砂によって埋没してゆき，その都度上層に施設が作りかえられ，

少なくとも 8世紀代までは機能していたと考えられる。

|木製祭記具 I~勇水地点への矧E とともに， 7世紀後半には木製の斎串・形代を中心に喰

え"に関連した遺物が急増する。 8世紀代には，流路の埋没とともに湧水付ー近の崖が崩落し，

と流路の間に平坦地(中段)が形成される。この中段を利用し，焼土や炭を伴う祭組関

連?施設が設置され，流路や湧水につながる溝内，あるいは岸辺に斎串や形代類が一括廃棄さ

れている(第48図)。木製祭記具の量は 8世紀前半をピークに， 9世紀前半まで続いている。

第47国 集落と水田をつなぐ橋状遺構? (8世紀 第48図 斎串・形代一括廃棄状況は世紀前半)
前半)
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第 57.1<.田対応流路内一括
( 7世紀後半)

こご二王ラロ二フ

第 471<悶対応流路内一括

( 7世紀末?)

第 371<田対応、流路内一括

( 8世紀前半)

第49図 屋代遺跡群⑥区東西溝内出土斎串・形代

第 2水田対応、流路内一括

( 9世紀前半)

0 1 Qcm 

u)  
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その数は，全木製品 4万点弱の内，数千点は下らないと予想され(第49図)，この地が一大祭

記場であったことを物語っている。

さらに，向ーの流路・溝からは多量の木簡がみつかっており，すでに公表した国符・

郡符・宮書木簡(口絵カラー写真)をはじめ，墨痕のみが残る例を含めれば，現段階で数百点

に達している。木簡の一部は， などに転用されており，斎串制作のためと思われる粗い削

りくずからも墨痕が見つかっている。現在，木製品の一部がようやく水洗・選別に入った段階

であり，土器を含めた詳細な検討は後自にゆだねたい。

j更埴条里と同時期の開発 I 9世紀前半~中頃になると，流路の埋没に伴い大規模な再開発が

実施される。埋没した流路を完全に埋め立てて水田面を広げ， 7.Kの供給は，現下条せぎと同じ

自然堤防上を貫く水路を掘削し，導水している。この水路の掘削や水田開発は更埴条

里水田とはぽ同時期に実施されている。この時点て三木製祭問具が姿を消すとともに，南側の

集落域に竪穴住居が密集してくる。しかしその直後， 9世紀後半には，大洪水により 1~l. 5 

m近くの洪水砂てい覆われてしまう。平安時代後期から中世にかけては，水路のみが確認されて

いる。また，平安時代後半には再び千品川!の流路がかわり，本地区と北側の窪河原遺跡の境で，

9世紀後半の洪水砂や下層の水出土止が削平されている。

最終年度の調査を終え，多くの課題を抱える結果となった。遺物の水洗がまったくなされて

いない段階であり，今後整理作業を通して記述内容の再検討をはかりたい。

くぼがわら

2 窪河原遺跡

所在地:

調査期間:平成 6 年10月 6 日 ~ll 月 18 B 

調査菌積:5，000m2 

遺跡の立地:千曲川右岸の自然堤防とその後背湿地

遺跡の特徴:中世以降 (? )の畑・水田

主な検出遺構 主な出土遺物

調査担当者:寺内陸夫依田茂

島自正夫

1基 土師器・胸磁器・内耳，鉄製品

畑 l面，水田 3商 人骨(焼骨)，獣骨・貝，木片・植物種子

今年度の調査は 4面に及び， 1面めからは火葬墓が検出され，人骨(焼骨)と灰が出土した

が，他に出土品はなく時代を確定することはできなかった。

2面めの北半分は，畑域でうねが84条観察された。うねの層から内耳片が出土している。南

半分は水田域(第一水田面)で大畦畔が検出され，北の畑域との境界も明らかになった。 3面

め， 4面めの南半分は，それぞれ湿田の様相であった(第二・三水田面)。各水田面とも，時

代が特定できる遺物を欠く。

第三水自立百以下の層については，出水が著しく調査不能で、あった。
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北陸新幹線関連

3 更埴条里遺跡

所在地:更埴市屋代 調査担当者:

調査期間:平成 6年10月初日~平成 7年 1月19日

調査臣積:3，600m2 

遺跡の立地:千曲)11右岸の後背湿地内にある微高地

時代と時期:奈良~平安時代，中世

遺跡の特徴:奈良~平安時代の集落域

主な検出遺構 主な出土遺物

淵井英知

英継

百i頼

土 器:土師器・須恵器・緑粕陶器・灰柑

第50図謂査範囲

陶器・白磁・青磁・中・近世土器

縄文晩期の土器・弥生土器

石 器:打製石斧・

金属製品:碗形鉄製品・銭貨

その他:井戸枠・

更埴条里遺跡は昨年からの継続調査で，今年度はトレンチによる

確認調査の結果， 2区の一部と 3・4・5[K全体の本調査が必要と

なった。大部分は12月中に調査を終了させたが，用地買収の関係で

2・3区の一部を 1月に持ち越すことになった。調査の結果，今ま

で古代から水田であったと考えられていた場所に，奈良~平安時代

にかけての集落と 9世紀以前の畑が確認された。

集落が検出されたのは 3区南側から 5区にかけてで，

になるところもあるが全体で住居跡が見つかっている。特に 5区てや

は遺構の重複が激しく，長さ約100mr幅約12mの中に竪穴住居跡57

軒，掘立建物跡 6棟，溝18条，土坑400基以上が検出されている。

これらの遺構は土坑を接いて大半が 8~12世紀のものである。ま

た，森街道をはさんだ高側の 2・3・4区でも，南にゆくほど遺構

の密度は低くなるものの 8~10世紀の遺構が検出されている。ある

時期集落として利用された土地が畑に転じたり，畑が再び、集落に

なったりという様子が窺える。また 3[K北側と 5区は集落が密集し

ており，安定した居住域と考えられる。 第51sl 3・4註全景
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特徴的な遺構，遺物としては，一頭の馬が身体

を丸めたような状態で検出された平安時代後期と

考えられる土坑がある。馬の骨がこのような状態

で出土している例は更埴市内で 3例目となる。ま

た一部撹乱で壊されているものの，中世の火葬施

設であると考えられる壁の内側が赤く焼け，底部

からは炭化材や骨粉などが検出された不定形な土

坑がある。 3震では緑粕繰彩塗が出土している。

以上，更埴市内では調査例の少ない10世紀代の
第52図 馬の骨出土状態

集落が見つかったこと，古代から水田地帯と考えられていた千由)11の後背湿地での集落の存在

が明らかになったこと等大きな成果があがった。

第53図 5区全体図

やしろ

4 屋代遺跡群

所在地: 調査姐当者:

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~11月 2 日，平成 7 年 1 月 17 ・ 18 B 鳥羽英継淵井英知

調査面積:4， 400m2 

遺跡の立地:千曲川 自然堤防

時代と時期:弥生時代~平安時代

百瀬長秀

遺跡の特徴:弥生時代の居住域，古墳~平安時代の集落，平安時代の水田・畑

主な検出遺構 主な出土遺物

住居跡 建掘物立
跡

溝 焼土 土坑 71畑t田

古墳
41 1 20 5 

奈平良安~ 42 3 32 2 247 水焔悶l2 

中世

第54図調査範囲

井戸 その他

1 杭亨IJ1 

7 
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土器・土製品:土師器・ -灰来由陶

器・緑粕陶器・奈良三彩

弥生土器・土錘・土玉

金属製品:銅鉱・施・パックル・銭貨

その他:庁、ラス小玉

本遺跡は 2・6… c・6 e区の本

と5区の立会調査， 1!Rの一部の

を行った。 5区の立会調査では平

安時代の水田が， 1区では 2



の南にある流路が確認できた。本調査を行った地区については，以下に概要を示す0

2区の概要

更埴市がすぐそばの調査を行った時に弥生時代の住居等を検出しており，その時期の集落の

を予想して調査に入った。調査の結果，弥生~平安時代にかけての集落が検出され，遺構

の多くは古墳~平安時代に属することがわかった。一方弥生時代に属する遺構は，数は多くは

ないものの，遺構に伴って銅鉱，錨， ミニチュア土器等が出土しており，良好な資料となろう。

調査区の北側では，集落が検出された所にはみられない平安時代の洪水砂が厚く堆積していた。

これを敢り除くと集落面から 1m程低いところで昨年調査した 6-b区から 4区にかけて広

がっていた水田の続きと， 4誌の南北方向の畦畔につながると思われる畦畔を検出した。また

集落(高台)の端では時期は不明だが杭亨IJが検出されている。この水田の下には覆土に

代中期の土器を含む自然流路が断面で確認され，この流路が埋まった低地に水田が作られたこ

とが予想される。

8区の概要

昨年度調査できなかった c. eの 2地区の調査を行った。 c地震は昨年検出した土手状遺構

の内側ということで期待された。調査の結果，土手状遺構との同時性は検討を要するが，

建物跡の検出，遺構に伴う奈良三彩の出土，昨

同様破片ではあるが緑粕陶器もかなり出土

し，この集落での有力者の存在を裏付ける資料

を得ることができた。 e地区では，古墳時代の

後期から奈良時代にかけての集落がみつかっ

た。この集落は廃絶後水田や畑になっており，

集落の中心が開発とともに南へ移動していった

様子が窺える。また集落の北の外れに溝と，時

代は限定できないが設数の井戸が検出され，

落の外れの様子の一端をつかむことができた。

⑨ 
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しののい いしかわじようり

5 篠ノ井遺跡群・石川条里遺跡

所 在 地 : 長 野市篠ノ井塩崎 調査担当者:綿田 山崎光顕

調査期間:平成 6 年 4 月 5 日 ~9 月 29 日 依 田 茂

調査面積:約2，800m2

遺跡の立地:千出)11左岸の自然堤防

時代と時期:弥生時代後期，古墳時代，奈良・平安時代，中世

遺跡の特徴:弥生時代後期の墓域・居住域，古墳時代後期・ -平安時代の居住域

主な検出遺構 主な出土遺物

引と
I r+1，=_I_L J_~_1 "7. ~/oJ-. l 土器:弥生後期土器，

溝跡|閤溝墓i土坑墓|その他i

古墳~平安時代

42 3 53 I 2 10 I 40 I 4 I焼土3 の土師器・

古 主主 39 
輔副佐姐占企ーーーーーーーーーーー 6 273 
奈良・平安 38 1 15 

中 t佐 5 I 9 

28 I I 3 I瓦y畑rj(塔E111 1 土器・

灰粕陶器，中世

陶磁器

土製品:紡錘車，蹄脚硯，瓦塔，土鈴，

在器・石製品: 偏平片刃石斧，太形蛤刃石斧，砥石，蔽石，編物石， 日玉

金属製品:鎌，錨，鋼鉄，主l胡11，鉄wll，銅鋭

その他:欽浮，ガラス小玉， ト骨，人骨， ，モモの種子

北陸新幹線建設に伴う篠ノ井遺跡群
軒j良根古神社

の調査は，平成 5年度からの継続であ

る。 5年度は千曲川堤防付近 (1A 

および石川条里遺跡との境界付近

(1 D . E区)，今年度はその中間部

分 (1A ・B ・C.D区)延長240m 第57図 篠ノ井遺跡群平成 6年度の調査区

とlA区西方のi河良根古神社地点を調査した。調査面は，現地表下約1.5mの古代田，約 2m

の弥生後期面の 2面である。調査の結果，第 1面からは古墳時代から平安時代にかけての居住

域と一部で 9世紀後半の水田，第 2面からは弥生時代後期の墓域および居住域が検出された。

弥生時代後期の様相

1A~lB区の円形潤溝墓は平成 5 年度との累計で55基を数え，全く切り合う事なく拡がり，

距離にして南北方向で120mを越える。 1A区の70m西側の軒良根古神社境内からも 4基が確

認された。

主体部は平均125x 195cmの隅丸方形で、周溝内 1主体部が基本である。木棺の木口痕は検出さ

れず，棺両端を地面に突き刺して固定する I型木棺ではなく棺底部が平坦なII型木棺であるが，

棺全体が土庄で土坑嵐部に喰い込んで生じた痕跡より，棺の長さは150~180cmの範囲に収まる

という 5年度と同様な所見が得られた。埋葬頭、位が完全に判明したものは主体部 7，周溝内 2，
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第58図 I A・8区 弥生後期苗遺構介布図
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第59図 I A・B[R 古代面遺構介布図(一部中世を含む)

2の計11体で全て東頭位である。人骨の遺存の無かった主体部もおおかたが東西主軸

で，これらも東頭位である可能性が高く，これらも東頭位としてカウントすると全体の 9割弱

が東を意識して埋葬されたことになる。わずかでも人骨が遺存した主体部は 3割弱に過ぎず，

7割強で遺存しないのは年月の経過による自然的要因よりも古代住居構築時の基礎工事により

外されてしまったためである。副葬品には鉄釧・銅釧があり，主体部だけでなく潤溝内にも鉄鎖i

をもつものがあるが，副葬品をもつものは墓群の中でも極めて限られたブロックの集団である。

周溝内出土の土器は居住域よりも圧倒的に完形率が高く，良好な一括セットをなすものが多

い。ブリッヂで隔てられたかなり離れた土器片岡土が接合すること，周溝底部からほとんど出

土せず，かなり浮いた位置から出土することから，従来言われていたように墳頂に当初在った

ものが転がり落ちたという説明を追証する。しかし，周溝内において局部的に偏在する一括

セットは，後に墓に通ってきた者が意国的に置いたものである。周溝ブ 1)ッヂは埋葬頭位のよ

うな方向的規則性は認め得ず，単に墓道を確保するという意味合いが感じられる。周溝は局部

的に深くなったり，埋まりかけたものが再整備により再び掘り返されたりしている。

合口土器棺は 3基検出され，組み合わせは斐-壷・謹一窪・壷・壷とヴァリエーションがあ

る他，周溝底部に置かれたもの・周溝内に更に土坑を穿って入れられたもの・埋まりかけた周

溝上部に位置するものと，埋葬が随時行われている。何れも中からは幼児の骨・歯が検出され，

2基はか、ラス小玉・管玉が複数副葬されていた。玉類は専ら子供の装身具で，大人の埋葬主体

部には毎11が副葬されても全く玉類が副葬されない点が当遺跡の特徴である。尚これらの他に，

骨は検出きれないが単棺と考え得る大形の査が毘溝内に認められるほか，主体部が木棺ではな

く当初から壷棺であったと考えられるものもわずかに

ある。

墓域から集落域への移り変わりは，溝・概・森林・

広場等空路が存在せずに鑑か 3mを臨てる。集落では，

住居跡は偶丸長方形プランでよく叩き絞められた貼床

をもち， 4本主柱で炉を短辺の主柱間にもつものが多

。入り口施設の柱穴をもつもの，棟持柱をもつもの
第60閤 I D井戸，土器出土状況(弥生後期)
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第61図 I C・D区 弥生後期菌遺構介布図
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第62図 I C・D[Z: 古代面遺構介布図(一部中世を含む)

ャ
もある。炉は炉辺石を有するものは無く，床がただ焼けているもの，僅かに掘り込みをもつも

の，埋設土器を利用するものがある。炉は複数もつものが珍しくない。プランが方形に近づき，

床の叩き締めが弱くなるものは集落の北側程多く，新相の土器を出土する。住居跡群はほとん

ど切り合っている。

集落の北側には別の墓域がおよがっている。即ち集落を挟んで南北両側とも墓域である。但し，

北側の墓域は円形周溝墓群より新相の墓域で，方形周溝墓 4基が検出されたほか，土坑墓と

えられる長円形~不整形土坑が 5年度の調査匿から連続し， 5年度の調査区では合口土器桔 1

基が検出されている。各墓群は散在しながらも明らかに一連の墓域を形成し，埋葬状態の相違

は階層分化の萌芽を窺わせる。方形周溝墓の周溝の関口部が外反すること，周溝内の遺物は少

なく赤い土器に混じって土師器様のものを出土することから 3C末~4C初頭の墓域と考えら

れる。尚，開講同士が切り合うものがあるが，これはむしろ追葬や墳丘再整備として捉え得る。

人骨の検出レベルは極めて高く，取り上げを古代面で、行ったことからも閤溝に囲まれた部分が

を成していた事は確実で、，これはかなり後まで原形を保ち，古代住居もこれを避けて構

されている。

古墳時代の様相

古墳時代の住居跡は約40軒弱検出されたが，後期のものが28軒と過半数を占めている。それ

らの住居は切り合い関係にあるのが数軒で，あとは調査面全体に点在している。そのなかでも

340号住居跡と 353号住居跡が代表例である。主軸が北西一南東方向にあり，一辺 7~8m と規

模が大きく， 4本主柱で囲い貼床を作り，北西壁に土

器を芯にしたカマドを設置している。出土した土師器

多く，須恵器を伴い， 340号住居跡か

らは手づくね土器と管玉 7伺，臼玉 3個，土製丸玉 4

f詰J，多数の編み物石?， 353号住居跡からは紡錘車，

鉄製品などがそれぞれ出土している。篠ノ井遺跡群の

高速道用地からは古墳後期の住居跡は検出されておら

ず，土器編年研究上からも注目される。
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奈良・平安時代の様相

奈良・平安時代の竪穴住居跡は約40軒検出され， 1A~lD区まで全域に分布しているが，

1 B区南側では特に激しく切り合っている。石組カマドが出現するほか，王柱穴が検出できな

いものが多くなる。 1B区北側・ 1DIR南側では竪穴住居跡が無く掘立柱建物跡だけの度重な

る立て替えが行われた筒所があり， 1 D区のものは平安時代の住居跡に切られている。

1D区北側には大掛かりな盛土で両岸を護岸した基幹濯概用水路が一直線に石川

面に向かい，その堤防上に小溝を設けて周囲の水田に引水する施設も確認された。従来自然堤

防上の篠ノ井遺跡群=居住域，後背湿地の石川条里遺跡ご生産域と考えられてきたが， 自然堤

防の中央部に在る当遺跡も一時的に水田だったことが確認された点は予想外の成果である。

。
⑮
 

α7 

，j) 。 、

打l

も注自されるのは 1B区の

中遺構で，出土量は県内

2番目て、、復元可能である。瓦塔

は現位置に無く，埋まりかけた

溝に投棄されたもので，小指大

円l擦をfドってお

り，類例が無い。

世-の耕作の為，数m周囲まで拡

散していた。第64図 I B区瓦塔出土状態

石)11条車遺跡

8 月初日 ~9 月 22 Bに篠ノ井遺跡群と平行して，約3，5001げを

地のアノfート跡地て二宅造以前は水田である。 2mにお

よぶ山砕造成のため掘削深は 3m以上となり，出水によ

る崩落防止のため法面掘削の狭いトレンチ 9本の試掘の

のち， 4カ所で、平安水田を面的に調査した。造成前の水

田面下約30cmで、中・近世水田層，約 1m下で 9世紀代後

半に比定される砂層に覆われた水田面と畦畔を検出し，

それ以下で、は水田層は観察されない。平安水田には黒色

土器と灰粕胸器が伴ったが，中・近世遺物はごく少量で 第65図 重機によるトレンチ掘削

明確に時期決定できない。昨年度調査と長野市理蔵文化

財センターの調査成果をあわせると，篠ノ井遺跡群との

境界から県道長野・信州新線の間には全面的に平安水田

が広がり，さらに北へ拡大することが予想される。ただ

し条虫的地割の方位は一致するものの，大畦畔の位置な

どが整合するか疑問は残る。平安水田以前の土地利用状

況や水田の成立時期，埋没後の再開拓の時期など，解明

すべき課題は多い。
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6 築地遺跡

所在地:長野市篠ノ井岡田

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~7 月 15 日

調査面積:5，040m2 

遺跡の立地:摩川!の扇状地

時代と時期:平安時代~中世

遺跡の特徴:平安時代~中世の集落

主な検出遺構

主な出土遺物:土師器・須恵器・

山茶碗・銭貨(.万子・動物骨

調査担当者:埜田 明、両角英敏

清水春樹、三木雅博

第67国調査嵐景

-銅銃・ -白磁・すり鉢・こね鉢

築地遺跡は昨年度の調査で初めて存在が明らかになった遺跡で， 9 世紀後半~11世紀の遺構

-遺物が確認されている。今年度は，昨年度の調査地点を含む南北約213m・幅18mの範囲を，

南側から①~③区に分けて調査した。検出面は地表下約80cmの寅褐色土層で，平安時代~中世

の遺構・遺物が出土している。

①区は，県立篠ノ井高校グランドの西側に位置する。昨年度の試掘で時期不明の水田面が確

認された地点で，今年度は調査区全体にトレンチを設定し，水田面の範囲確認を行った。

ー
20 

第68図築地遺跡②・③区全体自 (1 : 600) 
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その結果，水田面は時期を特定できないものの①区の全域で確認され，②区の集落域が，①

誌に及ばない事が判明した。

②・③区では，平安時代~中世の集落跡が調査された。

②区の南側は東西方向に走る溝祉 (SD10) を境に， 9 世紀後半~10世紀代の遺構が出現す

る。住居祉は 1辺4.6~ 5 mの偶丸方形が主流で，おおむね 3~8mの幅に収まる。カマドを

有するものは，南東壁コーナーにある 1軒を除き北または東壁に設置され，地lおを残し作り出

したもの・石組のものが見られる。

中世の遺構はSD08とSD50に挟まれた中間に集中し，溝土l上・掘立柱建物跡・土坑・

された。 SD50は幅約3.9m.深さ約1.4mを測り，集落区画溝としての機能が考え

られる。また，竪穴状遺構は 3基が掘立柱建物跡と切り合い関係にあり，いずれも掘立柱建物

跡の方が新しい事から，竪穴状遺構から掘立柱建物跡への変遷が窺える。

竪穴状遺構からはかわらけ・青磁・こね鉢・すり鉢・山茶碗・銭貨等多くの遺物が出土して

おり，これらからお世紀後半~14世紀の年代を与える事ができょう。

築地遺跡の集落域は調査区外に広がっており，今後，間辺地域の調査が期待される。

かわなかじま

7 川中島遺跡

所在地:長野市)11中島町四

調査期間:平成 6年 6月23・24日

調査面積:310m' 

調査方法:重機によるトレンチ調査

遺跡の立地:犀)11の扇状地上

概況本地点は]R信越線)11中島駅の北

方約200mの位置にあり，現況は宅地で

あった。

調査区全域にわたりトレンチ調査を実施

した結果，地表下約0.5mまで撹乱をう

調査担当者:原明芳、安田明

第69図調査風景

け，それ以下は瞭震が厚く堆積する事が判明した。平安時代~中世の遺構の存在が予想、された

ものの遺構は全く検出きれず，近代の陥器が出土したにすぎない。以上の事から，本調査の必

要はないと思われる。

第70図調査位置
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おしも

S 於下遺跡

所在地:長野市)11中

調査期間:平成 6 年11月 21 日 ~12月 22 自

調査面積:2，000m2 

遺跡の立地:犀)11扇状地扇央の微高地

時代と時期:中世

調査担当者:依田茂市川隆之

主な遺物:かわらけ，内耳鍋，古

瀬戸，輸入青磁銅銭

遺跡の特徴:鎌倉時代の居住遺跡，室町後半の堀を巡らせた

主な検出遺構:堀・掘立柱建物

遺跡は善光寺平商高部，犀)11扇状地内の細長い

島状微高地に立地する。於下遺跡は前年度の試掘

で中世遺構が確認され，隣接した於下館が存在す

ることから館関連の遺跡として注目されていた。

調査は於下館高東の北西一南東方向に

地を南北に横断する形で実施し，遺構は中央の高

所で多数の掘立柱建物・土坑・堀・溝，南側低地

境で火葬施設と土坑数基，北側低地境で近世の溝

群と若干の柱穴が検出された。これらの遺構は出

土遺物から鎌倉と室町後半の 2時期に居住域と

なったことが推定され，特に室町後半の屋敷跡は

注白される。この屋敷は幅約 3mのV字状の堀で、

囲まれ，周聞に残る堀痕跡と考えあわせると南側

に土橋をもっ鹿北約32mの方形になると推定され

る。内部の掘立柱建物は出土遺物の子細な検討が

できていないため，伴う遺物の抽出は今後の検討

課題として残されている。また，南側低地境で堀

と類似場所に土橋をもっ溝が検出されたが，この

溝は堀と廃棄状態が異なる点や，内耳を出土した

土坑に切られることから同時に存在した可能性は

低いと思われる。なお，この屋敷は堀を巡らせた

単独の屋敷と認められるが，隣接する於下館との

関連では於下館内部に包括される屋敷か，時期が

異なるか，同時期で館と近接しながらも別の存在

と捉えるかは明らかにできなかった。
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あさかわせんじようち

g 浅)11扇状地遺跡群

W-2・3区

所在地:長野市阜商田J81~束鶴賀37

調査期間:平成 6年 4月12日~平成 6年12月7日

調査苗積:約3，600m2

遺跡の立地:浅川によって形成された扇状地上

時代と特徴:弥生時代中期から古墳時代後期の居住域

主な検出遺物:住居社46 墓社 4 土器集中 8

掘立柱建物 5 溝土坑その他

主な出土濯物:弥生土器土師器

土錘 ミニチュア土器

石鍛石庖丁

勾玉砥石燦器

調査担当者:吉江英夫 山崎まゆみ

両角英敏清水晴樹

埜田明三木雅博

田中正治郎

[その他]ベンカ、、ラ人骨 第72図調査状況

本地区は長野市役所の北側に位置し現況は全くの商業地・宅地で，大規模な撹乱を受けて

いることが予想された。ところが意外に撹乱を受けた部分は少なし多くの遺構が検出できた。

A区から D区まで南北約370mの区.間は南端のA区の検出面が最も低く，市道 1本隔てた B区

も高く，北端のD区に向かつて緩やかに下ってゆく状況であった。このうちD区を除

く全ての地畏から弥生~古墳時代の遺構が確認された。

弥生時代中期

この時期の住居士I1:はA区SB05のような円形のプラン， C区SB07に代表される楕円形プラン

の両者がみられ，これは時期差とも考えられる。検出面から床罰まで、30cm以上掘り込むものも

あるが，多くは削平を受けたらしく床だけを検出した住居祉もある。遺物はAIRSB07から紡

錘車が10点以上出土し， B IRSB24では磨製石斧 2点，土器転用紡錘車 3点，石鍛，砥石等が

出土した。 CIRは耕作等の撹乱や調査区の制限から全体の形状がつかめる住居土止は少ない。そ

のなかで， C区SB07は焼失住居と思われ，栗林式の土器とともに大量の炭化材が放射状に出

第73図 W2・3区調査区域
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土した。またA区からは円形に配置される溝が 2本確認されこ

れを周溝ととらえれば平地式住居も想定される。

弥生時代後期

C区南端のSB14のみが該当し，上部を古墳時代住居祉SB10

に削平されているが，箱清水式の壷が出土している。これ以外

には弥生時代後期の明確な遺構は確認できなかった。

古墳時代前期
D 

C区のSB01，02， B区ではSB15から北の大部分が該当し、 区

SB24から南は弥生時代の居住域となる。 B区ではほぼ中央に

北西~南東に 3本の溝がのび¥この溝を挟むように北に 8軒，

南に11軒が密集して切り合う。特に南側のSB13，16， 17， 21 

はほぼ同じ地点に重なり合う状態で検出された。 B区から検出

された住居祉は，残存状態が良好で掘り込みがはっきりととら

えられ，潤溝も明確である。また，このうちいくつかは間仕切

り状の溝を持っていた。 SB15は焼失住居と考えられ，床上か

ら斐，高;尽などの完形土器とともに炭化材・焼土が大量に出土

したが残念ながら大半が調査区外にかかってしまっている。

古墳時代中期~後期

カマドを持つCIRSB03， 16が該当する。 SB03は 1辺 8m近

くある大形の住活挫で，こと製勾玉，臼玉などが出土した。また

本地区では須恵、器の出土は稀であるが， SB16のカマドから須

恵器の完形の蓋が出土した。

住居社以外ではB区で際床慕， A区で古墳らしい遺構を確認

した。磯床墓は B区の居住域を分断する溝付近に位置する。そ

のうちSM01は長方形に磯を敷いたもので，ほぽ中央部より人 C 

骨が出土し，木棺の木口痕も確認できた。 Lかし，共伴する、島区

物が少ないため時期は特定できない。 A区のSM01は周囲を

で囲まれた高さ80cm程の盛土状遺構で、あったが，大部分は調査

区外にあるため主体部は認

められず，全容は不明であ

るが円形を呈していたもの

と推定される。

遺構は調査区外にも広く

分布していると考えられ，

今後周辺での綿密な調査が

期待される。 第75図 SB 15土器出土状況

52 

⑨ 

8 

区

A 

区

口弥生時代
の住居壮

第74菌 W-2・3区全体国
(1 : 1，200) 



W7・81K

所在 地 : 長 野 市三輪・古野 調査担当者:河西克造 月原隆爾

調査期間:平成 6 年 4 月 12 日 ~6 月 10 日， 8月 5B ~12月 23 日

調査面積:3，300m2 

遺跡の立地:扇状地上

時代と時期:弥生時代中期~古墳時代後期

遺跡の特徴:古墳時代前期 (4世紀代)の水田跡

-集落跡と洪水後の集落跡

主な検出遺構:溝・土坑(弥生時代中期)

水田跡 1，住居跡 7，掘立柱建物

跡 4，溝・土坑(古墳時代前期)

主な出土遺物:弥生時代(中期)土器，古墳時代

田中正治郎

前期土器，須恵器，建築部材，杭 第76図小区西水田の精査風景(W-7 C B:) 

W7・8区は，長野市古野地籍に位置し， JR線の北側に沿う北!控新幹線用地を総延長約330

mに渡っ した。用地内に多くの道路・水路が横切っていたため，調査はW7区を 3分割，

W8区を 2分割して実施した。ここでは桐涼の陸橋を中心に地表下約 1mに厚い洪水砂層が見

られ，遺構検出は砂層上面て、、行った。 W7B区では一辺 8mに達する住居土止と溝が確認された

が，特筆されるものでは，調査区西端にある溝に，約2.5mの建築部材(柱材)が壊として転

用されたようなものがある。また，住居祉のすべての柱穴には良好な状態で柱痕が残存してお

り， SB104は埋没水田の大畦車上に構築している様子がうかがえた。

本地区の調査で、は洪水砂下より水田跡が見っかり，水田域と連続する集落域が把握でで、きたこ

とが大きな成果でで、あつた。洪水砂砂、は 1mj近丘く堆積する場所があり札，大規模な砂磯(流路)で

田が破壊されている状況もあつた。水田域には水路を伴う大畦が3条あり，小畦による水田-

2 m2前後が圧倒的に多く，いわゆる小区商水田であった。千曲川左岸での小区画水田は初

めての発見である。時期は水田耕土から出土した高尽などから 4世紀に比定できる。なお，水

田面一面に極めて薄い炭化物が見られ，洪水直前にあったイネ・水田雑草などが想定される。

集落域と水自域は大畦と水路により画されており，水路は洪水後に幾度となく改修されていた。

集落域でも水田域に近い部分には溝・土器集中が見られる程度の空白域があり，水田と同時期

の住居は約40m離れて構築されている状況がわかった。

洪水後の遺構

大畦

第77図 W-7B区古墳時代の遺構全体図 (1 : 400) 
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W9地区

所在地:長野市古野

調査期間:平成 6 年 8 月 1 日 ~12月 21 日

調査担当者:賛自 明三木雅博

英敏清水春謝

調査面積:3，220m2 

遺跡の立地:浅川の蔚状地上

時代と時期:弥生時代後期，吉墳時代後期，奈良~平安時代，中世

遺跡の特徴:弥生・

主な検出遺構

~平安時代の集落，中世の土坑

竪穴状遺構 住居枇 掘立柱 土坑 溝土i上 焼土土i上 性格不明

弥生後期 5 1 49. 2 1 

古墳後期 5 

奈 良 1 6 2 
569 31 

平 安 l 1 

中 世 1 l 

主な出土遺物:弥生時代後期の土器，古墳時代後期・奈良~

安時代の土姉器，須恵器，転用石見，灰粕陶器，

緑手自絢器， 木製品，

け，青磁，銭貨

万子，中世のかわら

第78図 S D 31調査思景

本地区は]R東日本長野工場の西側

③区に分けて調査を実施した。

し，東西約280m.幅約13mの範囲を南側から①~

遺構検出面は 2面あり，地表下約1.Omtこ堆積する黒褐色土膚では中世間の，また同1.4mT

の褐色土層では弥生時代後期~平安時代面の検出を行った。中世間は地表から浅い為に撹乱を

受けており，②区北側~③区で土坑等が確認されたに過ぎない。

①区では，弥生時代後期および奈良時代の遺構を検出した。弥生時代後期の遺構は調査区の

南側に集中し，住居社の他，径1.2m前後の土坑が10基程見られた。土坑には， 10個体以上の

土器がセットで出土しているものもある。この他，遺構には伴わないものの，北陸系の土器が

確実に散見される。

北側は 8 世紀末~9 世紀初頭の遺構が多い。調査区北端と中央の東西方向に走る溝に挟まれ

て，掘立柱建物跡・土坑等が検出された。このうち北端の溝 (SD31・第78園)から

30点以上を含む多量の土器，転用硯，斎串・曲物・材，多量のクルミ等が出土した事が特筆さ

れる。墨書土器は須恵器杯・蓋のみに見られ， i西Ji七Ji中Ji竿Jなどが判読できた。

②区は， 6 ~ 7世紀代の住居祉を中心に調査を行った。間仕切り溝?を持つ住居祉が 1軒検

出されている。

③区では，平安時代~中世の土坑を確認した。!日国鉄車両基地の真向いに位置するため当初

は弥生時代後期の遺構が多いと予想されたが，今年度の調査では，該期の住居社 l軒を検出す

るに留まった。今後，潤辺地域の調査が期待される。
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W-l0A区

所在地:長野市中越

調査期間:平成 6 年 6 月 13 日 ~8 月 4 日

調査面積:520m2 

遺跡の立地:浅間の扇状地上

時代と時期:弥生時代(後期)~中世

遺跡の特徴:古墳時代(前期)の墓域・中世の集落

域

主な検出遺構:周溝墓 1，溝，土坑(古墳時代)， 

流路(奈良時代)，井戸 1 (中世)

主な出土遺物:弥生(後期)土器， ミニチュア土

器，古墳時代(前期)土器，須恵器

(奈良)，内耳土器，

木製品:人形・斎串 第79国吉墳時代周溝墓の調査嵐景

金属製品:管玉・耳飾り

その他:五輪塔・

調査担当者:河西克造 月原隆南

田中正治郎

、、i
'ノ

円

r
/
l
¥
 

本地誌は中越陸橋(県道荒瀬原線)に近接し，調査区の東方約100mには中越居館

している。

遺構検出は地表下約1.7mに堆積する (V層)下面で行い，調査医東隅の最高所より

された。遺構の半分は JR側に伸びているため詳細な構造は不明であるが，主体

部にブリッジは認められず，溝最大幅 4m弱で一辺約llmであったと推定される。溝からは布

どが出土し，北東関の一部は砂礁により削られていた。調査区は

付近から西方に緩やかに傾斜しており，最低部から中世の井戸・溝(堀)が検出された。南北

に走る中世の溝からは数個体分の内耳土器と鋳型片(? )が出土し，多量の磯とともに五輪塔

(地輪)が廃棄されていた。近接する中越居館との関連性があろう。なお，井戸からは飛雲文

のある青磁が出土した。最低部から人形・斎串など多数の木製品が出土したことが特筆され，

付近から奈良時代の土器が出土したことから，該期に比定できる。

古墳時代周溝墓

第80図 W一 10A区全 体 図 (1 : 400) 
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W-l0BIK 

所在地:長野市中越

調査期間:平成 6 年10月 17 日 ~12月 27 日

調査面積:約550m2 (延べ1，270m2
)

遺跡の立地:浅川扇状地の麗端部

時代と特徴:弥生時代中期~中世の居住域

主な出土遺物:弥生後期土器，土師器，須恵器

砥石，内耳土器，かわらけ

調査担当者:上沼由彦藤森俊彦

田 明 山由奇まゆみ

主な検出遺構

遺跡の概要 W-10B区は]R北長野駅の南西に隣接し，調査前は宅地及び畑地であった。試

掘の結果では弥生時代，奈良時代の遺構・遺物が確認され 2面調査が必要と考えられていた。

ところが本調査で表土剥ぎを行なった際，地表下80cm前後で試掘の段摺てかはわからなかった中

世の整地揺が検出されたため急逮この面も調査することになり，弥生時代，奈良時代とあわせ

て合計 3面の調査を行なうことになった。

中世の検出面は耕作その他の撹乱を受けており，明確に捉えられる遺構は少なかったが，整

地された面はローム状の黄褐色土をブロック状に含む大変堅織な面であった。この面に礎石建

物跡が 1棟確認され，いわゆる“中越居館"に関連する遺構とも思われたが調査区の制約もあ

り判然としない。遺物は内耳土器片，砥石等が少量出土した程度である。

第81図 Wー 10B~全体関 (1 : 600) 
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奈良時代の遺物は須恵器を

中心として大量に出土したも

のの検出された遺構は溝と土

坑のみで住居祉はついに確認

できなかった。中世の整地に

より破壊を受け削平されてし

まったものと考えたい。

弥生時代の遺構としては栗

林式の土器集中堅が調査区の

東北隅から検出されたほか箱

清水式の土器棺墓や栗林式，

田式，箱清水式の住居祉が

られた。また，箱清水式の

土器集中区の下層から栗林式

の住居祉と切り合った吉田式

の住居が確認されており，栗

林式から箱清水式への移行が

一如実に理解される希有な例で

あろう。



W-11， 12区:北長野駅

所在地:長野市中越 調査担当者:山中健、上田

調査期間:平成 6年 6月246~ 9月25日 (W-11区)

11丹296 ~12月 15 日 (W-12区)

調査面積:770m2 

遺跡の立地:扇状地扇端

田明、三木雅博

田中正治郎

時代と時期:縄文時代前期~後期，弥生時代中期~後期，古墳時代，古代

遺跡の特徴:縄文時代中期，弥生時代後期~古代の集落

主な出土遺物:縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，灰柑陶器

打製石斧，磨製石斧，石銀，石錐，磨石，凹石，石皿，鉄剣(弥生)

本地区はJR北長野駅構内に位蓋し，浅川扇状地扇端部にあたる。調査区全域にわたって駅

舎及び¥駅付属施設の下になっていたため地表下1.5m付近まで整地その他の基礎工事の影響を

受けており，特に上層では援乱の中に地山が島状に残っている状態であった。地形的にはW-

11区内で段丘状の高まりが認められW-12区へと続いており，ここに縄文時代の遺構が残され

ていた。また低い部分では浅川の押し出しと考えられる砂喋層が調査区を貫いており、高まり

の部分は古くから浅川の氾濫を免れた地点であったようである。

縄文時代の遺構は高まりの部分にのみ分布しており、埋斐・溝・土坑等が調査されたものの

明確な住居士Jl:，炉祉等は確認できなかった。埋翠には正位・逆位が認められ，縄文中期後半の

加曽利E系・庄痕睦帯文系・大木系等の土器が使用されていたが，同一検出面で炉土Jl:・床面等

が検出きれなかったことから，これらは全て屋外埋護と考えたい。また縄文時代ではあまり例

のない溝祉を確認しており，覆土から中期末の土器片とともに打製石斧，石鎌，磨石，

が出土している。調査面積に比して出土した土器，石器はかなり

規模な集落が存在することを予想させた。

のぼり，この地域に大

弥生時代の遺構もほぼ縄文時代遺構の分布域と重なり，住居祉のほか土器棺墓(壷十壷)が

確認され，高まりの部分で調査された溝からは大量の箱清水式土器が出土した。

古墳時代の遺構は高まりの部分~低い部分に住居士止が確認され，最も低い部分からは水田状

の土)習も観察された。また 8号住居祉の壁付近から鉄剣が出土しているがこの住居祉のものか

は断定できない。

古代の遺構は調査区上層に多数存在していたよう

であるが前述の撹苦しのため低い部分から断片的にし

か検出されず，住居社 2軒，鍛冶炉 1基を調査した

にすぎない。

本地E芝居辺には縄文時代から古代，中世に至る

構が濃密に分布していると思われ，今後市街地での

綿密な調査が期待される。
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W-13， 141E:畏己池

所在地:長野市古田 3丁目 2番地ほか

調査期間:平成 6 年 9 月 4 日 ~12月 22 日

調査担当者:藤原直人・西村政和

調査面積:3，490m2 

遺跡の立地:浅)11扇状地の爵央

遺跡の特徴:弥生時代中期・古墳時代後期の集落祉

主な出土遺物

土器:弥生中期土器，土師器，

石器:凹石，磨石，砥石

その他:土製匙，妨錘車

遺跡の概要 浅)11扇状地は飯綱山を水源とする浅)11によって形成され，本地区はその扇央部付

近，標高361~364mの地点にある。

本地区は試掘の結果， 3枚の遺構確認面の存在が予想されたが，第一面では遺物の

かなりになったが，遺構は古墳時代の溝状遺構が 1条検出できたに留まった。

第二回においても明確な遺構は認められず，大量の弥生中期土器片を伴う包含層により

確認は困難を極めた。第二部では古墳時代頃と考えられる自然流路と溝状遺構 1条，土坑 1基

を確認した。

第三面の遺構検出作業では， 至る前(黒色土中)で古墳時代後期のSB02・04が確

認できた。第二面から第三面に掘り下げる過程では部分的に大量の土器を出土する区域があっ

たため，移植ごて等による掘り下げを試み，弥生時代中期の竪穴住居祉SB01・05・06・07を

確認した。 SB01と07は典型的な弥生中期の住居祉形態で，楕円形を呈し、床面では柱穴，炉

土止を確認できた。特にSB07は覆土中層以上に彩しい土器の破片を残していた。そのあり方は

住居祉が埋まる，あるいは埋められる過程で何らかの土器の廃棄行為がなされたことを意味し

ている様である。また，この住農土11:.は柱穴の配列から建て替えされたことも考えられるが，特

きは炉を中心にして三方に間仕切り状の細い溝が走っていたことである。

第83図 調 査 状 況 第84図 SB07
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E-8・9lK

所在地:長野市上駒沢字寺浦1031ほか 調査担当者:綿田 山崎光顕 LL!中

調 査期間:平成 6年 4月11百~平成 7 1月31B 上田 両角英敏

調 査面積 :E-8区 270m' E -9区1， 350m2 

時代と特徴:弥生中期の遺物包含層 平安時代の集落 中世後半の溝で豆画された集落

主な検出遺構

近世:溝 l

中世:掘立柱建物 5，概 3，溝 9，井戸25

火葬施設・墓 3，土;坑476，鍛冶土rl:1 

1，溝 7? 

弥生中期:土坑 1， 中 1

主な出土遺物

土器・陶磁器:弥生時代土器土師器須恵

器灰・縁手[}1陶器内耳鍋かわら

It 珠洲・瀬戸美濃系陶器

石製品:石臼石鉢出石砥石

金属製品:煙管小柄銭貨

木製品:由物寺I j 物 漆 椀 下 駄 鋤

その他:瓦土It塙火葬骨獣骨種子

E 8・9区は浅川扇状地の北東扇端部にあたり標高340m前後で，現況は宅地，果樹園で

あった。両地区とも東西 2地点に分かれ， E-8区は宅地をはさんだ部分調査となった。いず

れの調査区も中世遺構検出面が 2TI'tiないし 3面あり，時期を違えて遺構も異なっている o

E-8区

西区は約150m'を し概跡，溝， ，こと坑が検出された。土坑は114基を数え，そのうち

第 2面の 8基が井戸であった。井戸はすべて素掘りで底部が重機でしか確認できないほど深い。

溝は 4条確認され， うち 2条には;fJl}}跡が並行している。これらは区画溝であろう。出土遺物は

比較的少なかったが，土坑や溝から内耳鍋やかわらけ等の小破片，井戸からは出物や五輪塔，

木材等が出土した。東区は約120m2を調査し溝，井戸，土坑等が検出された。土坑は井戸を含

めて80基あり柱痕や柱の版本が残るものが幾つかあり，掘立柱建物が何棟か推定される。井戸

は 6基確認したが，いずれも素掘りてい石組はなかった。井戸を切る土坑からは曲物が 2点出土

した。溝は 2条あり調査区北端で検出したものは深さ 1m以上になると思われ，東西方向に走

るがE… 9区では確認されていない。青磁やかわらけ等の出土遺物から本区の遺構の時期は l二ド

と思われる。

第85国 E -8・9s:全景(上方は現浅J11) 第86図 E -8東区第 i酉
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E-9区

矢板を打設した地区を西区，その北東側を東i玄と H乎んだ。西区は 3面からなり，第 1面:中

世 1，第 2面:中世 2，第 3面中世3・平安の各時代の遺構を調査した。第 1面は地表下約50

cm，第 3面は約1.6mである。後述の中世の大溝に区切られた部分は平安時代以降浅川の堆積

によりわずかな高まりとなっており，多数の遺構が検出された。この高まりの範囲外は低湿地

だったようである。東区は西区の第 2・3面に相当する面を調査した。西IR第 3面の下層，地

表下約 2mの地点からは弥生中期前半を主体とする土器片を比較的多く採集した。

中世遺構群は東西・南北の大溝に区画された内側から重層的に検出された。西区の南北大溝

(SD 01) は幅 5m・深さ 3m以上の箱薬研堀に近い形

で，下層から16世紀代の陶磁器，内耳鍋のほか，冒頭に

した多量の石製品，木製品，獣骨，種子等を検出した。種

子はモモが多く，ピート震からはクルミ，イネ，ソパ?， 

ウリ， ヒョウタン等が採集された。また;埋土上層からは近

世後期の陶磁器がまとまって出土した。東区.の東西大溝

(SD06)は南側の長野市埋蔵文化財a センター調査地点か

ら直角に方向を変えて本区にかかる。!幅約 7m，深さ約2.

2mで、;遺物は少ないが[f)y而観察では両側に土塁を伴ってお

り，底部でも i幅4m程もある。この 2条の大溝に区切られ

た範囲では第 1・2部でピット群(掘立柱建物?)や小

鍛冶炉，茶毘跡と近接した火葬墓，畝;1犬遺構(畑?) 

第 3面から柱穴に礎板を置き，縁がめぐる大規

模な掘立柱建物跡，およびこれに切られる

が検出された。 遺物としてはピット群には16世紀代

の陶磁器，銭貨， には中世前半のかわらけ等が

伴う。 っても掘立柱建物，

北から 10度ほど東に傾くことは共通してい

る。 E 8区を含め，調査区内の溝に区画された

落は中世の方形館というより近世の計画村落の可能

性が高い。

西区の第 3由から中世遺構に切られた平安時代の

住居士止が検出され， 10世紀前半の土器とともに緑粕

陶器，瓦が出土した。ほかに土器をともなう大小の

溝があるが自然流路かどうかはっきりしない。この

には弥生・古墳時代土器を包含する

があるが，東区では希薄となる。
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第87関 E 9区SDOI調査

第88国 E 9西区第 2面

第89図 SD06調査状況



正一 31K

所在地:長野市富竹

調査期間:平成 6 年 9 月 5 日 ~10 月 22 日

遺跡の立地:扇状地扇端

時代と時期:中世

調査担当者:山中健，上回

調査面積:800m2 

主な検出遺構:溝，井戸，土坑

主な出土遺物:弥生時代土器，すり鉢

本地区は試掘時点て、表土直下1こ荘組井戸が検出され，珠洲系すり鉢片が採集されたことから

昨年度調査のE-1区のような中世集落の存在が予想された。しかし，本調査では前述の井戸

以外に中世遺構は検出されず，新しい時期の遺構が調査されたのみであった。検出面からは弥

生時代中期の土器も少量出土しているが，これらは砂磯膚の上面から得られており浅川の押し

出しにともなう流入遺物と考えられる。中世の井戸が集落を遠く離れた地点に存在するとは考

えにくく，井戸の掘り込みもさほど深くないことから，本地区は構造改善等により削平を受け

た結果，井戸以外の遺構は消滅してしまったものと思われる。

区一 5区

所在地:長野市 上駒沢

調査期間:平成 6 年10月 25 日 ~11月 22 B 

遺跡の立地:蔚状地扇端

時代と時期:弥生時代中期

調査担当者:LU中健，上回

調査面積:400m2 

主な検出遺構:溝，環濠? 土坑

主な出土遺物:弥生中期土器

本地区は試掘時に表土付近から少量の弥生中期土器が採集され，この時期の集落の存在が予

想された。ところが本調査では溝，土坑等から多少土器が出土したものの住居士lt等は検出され

ず集落域ではないとも忠われた。しかし調査終了まぎわになって調査区北端部で堀状の大溝を

検出し，この溝の底部からかなりの量の弥生中期土器が出土したため環濠ではないかとの期待

をいだかせた。用地の制限から大溝の一部が調査できたに過ぎないが，環状に湾曲する状況が

観察され，いよいよ環濠との可能性がたかまったものの，それ以上は何とも吉えない状態、であ

る。本地区も農地の構造改善により， E-3区と同様に掘り込みの浅い遺構は削平きれてし

まった可能性が高い。

さんさい

10 三才遺跡

所在地:長野市上駒沢 語査担当者:山中健，上回

調査期間:平成 6 年 8 月 1 日 ~8 月 11 日 調査臣積:340m2 

三才遺跡の試掘は北陸新幹線が駒沢川を跨ぐ地点から北東へ約200mの区間を 8月 1日から

8月11日まで9日間行った。その結果，遺構は検出できなかったものの地表下約 4mの砂探層

から五輪塔が出土した。これらは流木と供に出土しており，かつて駒沢)11等の氾濫によって運

ばれたものと思われ，本調査の必要はないと判断した。
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さいこうじ どうだ"ら

11 西光寺(堂平)遺跡

所在地:上水内郡小川村大字小根山坂之瀬

調査担当者:市)11降之出河裕典臼居直之西嶋力西山克己

調査期間:平成 6 年 4 月 13 日 ~4 月初日 調査問積:200m2 

遺跡の立地:中LIJ山地に属する小山地を東流する土尻)11の下位河岸段丘

検出遺構:縄文時代中期の陥し穴 1基，弥生時代後期の土坑・小ピット 17基，近世のピット

1基

出土遺物:縄文中野j.弥生中期~後期土器，内耳 近世陶J滋器，

(堂平)遺跡は，県道長野大町椋の 先立ち，埋蔵文化財包蔵地の記録保

を目的として発掘調査が実施された。土尻)11を北に望む河岸段丘上に立地する本遺跡は，下

と約15mの土七高差をもち，緩やかに北に傾斜する。約40cmの表土下に，弥壬生:1仁~村|

の土器片を主イ体本とする黒褐色粘土)層吾があり， この下層から遺構が検出された。検出されたj主将i

は， J宝物をあまり伴わない土坑， ピット群であったが，埋土の状況等から大半は弥生時代に属

するものと判断した。

SK 1は臨し穴であり， 1. 75 x O. gmの楕円71~で内部

には 31~IIの小ピットがある。縄文中期中葉のこと器片が

下層から出土した。弥生時代の土坑・ピソト

576. 6~575. 6mの比高差 1mの間に斜面を取り巻く状、

況で検出された。これらピット群が建物土rtになる可能

性は薄く，遺構の性格は判断しがたい。弥生時代の遺

物は，竹管による沈線・料突文様が残された中期土

櫛描文と刺突文様が残された後期土器がある。

第91図 西光寺遺跡全体図
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第90図 西光寺遺跡ピット群
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第92国 西光寺遺跡出土土器

2 )整理作業の概要

発掘調査の延長としての冬期間の整理作業をのぞき，

り上げる。

a石川!条里遺跡(長野自動車道関連)

市川隆之出河裕典

白沢勝彦山本浩(保存処理) 西11鳴力

し ついて取

水罰部より出土した木製品は，実~WJ ・写真撮影を終了する。 PEG処理は継続して

実施中。微高地部分から出土した多量の古墳時代前期の土器群は，実測をほぼ終了し，

復元作業に入り，

b篠ノ井遺跡(長野自

西山克己

白沢勝彦 山本

広田和穂

(保存処理)

徳永哲秀

力

弥生時代から古墳時代前期，古代土器の実測を中心に行い，ほぽ終了する。

ついても一部をのぞき完了。金属製品については，保存処理が終了。

c松原遺跡(上信越自動車道関連)

担 当上田典男増村香子西i鳴洋子山極充

白沢勝彦山本浩(保存処理)

縄文時代の土器については，接合・復元を実施する。弥生時代中期の4000箱をこえ

る土器については，注記を終了。金属器については，保存処理を実施中。

第93園整理状況
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(4) 中野調査事務所

発掘諦査の概要

謂査遺跡数:15遺跡 87，100m2 

調査面積:上信越自動車道関係 中野市牛出遺跡 (3，500m2
)，豊田村韮山遺跡 (2，000m2

)， 

風呂屋遺跡 (4，000m2
)，飛山遺跡(1， 000m2

)，大谷地遺跡 (4，800m2
)， 

跡 (3，000m2
)，信濃町七ツ菜遺跡 (700m2

)， 日向林B遺跡 (5，000m2
)，大平B

跡 (4，000m2
)，針ノ木遺跡 (4，000m2

)，裏の山遺跡 (8，500m2
)，東裏遺跡 (4，00

Om2
)，上ノ原遺跡 (3，500m2

)

上信越自動車道・富道18号野尻バイパス関係 貫ノ木遺跡 (26，600m2
)，西岡A

遺跡(12，500m2
)

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~12月 15 臼

上信越自動車道関連の調査は，中野インターチェンジ以北の中野市・豊田村ーおよび信濃町に

おいて実施された。また，国道関連として信濃町で，上信越道関連の調牽地に隣接して調査が

行われた。昨年度に続き，野尻湖周辺での大規模調査が継続されたことにより， とくにi日石器

時代の重要な遺構・遺物の発見が相次いだ。また，これら信濃町内の遺跡では，縄文時代早期

から前期・平安時代の資料も多い。また，豊田村の縄文時代中期の土器や古墳の発見も注目さ

れよう。

!日石器時代では，貫ノ木・西岡A.上ノ原・裏のLLJ'"大平B遺跡などにおいて，後期旧石器

時代全般にわたる多量の遺物が出土した。なかでも貫ノ木遺跡における多数の砥若の発見・西

岡A遺跡における横長剥片を主体とするナイフ形石器群・裏の山遺跡における多数のブぉロック

群の全域調査などは，今後の研究に重要な位置を占めるであろう。また， 5年度出土の日向林

B遺跡の石斧 3本について実施していた分析の結果，残留脂肪酸はナウマンゾウ・ニホンシカ

なとやの可能性が高いとされた。石器の用途・遺跡の性格について考えるに重要な視点を提供し

た。平成 5年度および 7年度の資料とあわせて，野尻湖遺跡群の把握・地域編年への見通しが

立ちつつあるといえよう。

縄文時代では，信濃町で早期から前期の資料が多い。日向林B遺跡では表裏縄文土器・諸磯

式土器が多量に出土した。旧石器時代を中心とする他の遺跡でも押型文土器などを出土した

物が多い。豊田村の遺跡では，鹿辺で資料の少ない中期の資料を得た。

平安時代の小規模集落跡が， 実ノ木・東裏・針ノ木・七ツ栗・風呂崖で調査された。ほほ同

時期のものであり，この時期の山間部の様相を把握するに重要である。

整理作業の概要

通常の冬期整理のほか，中野インター以高の窯跡群を中心として，報告書刊行に向けて整理

を実施した。奈良時代須恵器窯跡群の実態があきらかにされつつある。これらは平成 8年

度報告書刊行予定である。
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牛出遺跡

所 地:中野市大学牛出字北原191ほか

調査期間:平成 6 年 9 月 12 司 ~10月 24 B 

調査面積:3，500m2 

遺跡の立地:高丘丘陵と千曲川の間に開けた自然堤防と後背地

遺跡の特徴:中世の掘立柱建物群

時代と時期:中世後期

検出遺構:掘立柱建物跡 13棟井戸跡 12基

出土遺物:石製鉢，土師質土器，内耳土器，

本遺跡は，大正末期の関場整理事業によ

り全面的に削平され，遺物包含層は，既に

失われていた。表土を剥いだ段階で，

多数の柱穴跡を検出した。また

区中央部で井戸跡12基を検出した。大きな

ものは宜径2.5m近くあり，小さなもので

も薩径 1mあった。調査の最後に重機で断

ったところ，深さ 4m以上にも達し，

底部から豊富な湧水が認められた。また，

掘立柱建物は，高丘丘i凌に沿う方向て建て

られ，中にはかなりの規模の建物があった

と思われる。約1， 000基もの柱穴跡から，

何回かの建て替えが推測される。建物跡と~
との切り合いも見られ，井戸も何時

期かにわたると推定される。柱穴跡より検

出された青磁片等から，本遺跡は中世後期

のものと思われる。

にらやま

2 韮山遺跡

所在地:下水内郡豊田村大字上今井字韮LU273ほか

調査期間:平成 6 年 4 月 11 日 ~4 月 15 日

調査面積:2，000m2 

遺跡の立地:千曲川左岸の丘陵斜面

中世の蔵骨器が出土したとの伝承があったが，水田の開墾， リンコ

削され，縄文土器.土師器の細片が数点出土したのみにとどまつた O
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調査拒当者:酒井健次

石原州一

中

前由利彦

牛出遺跡全体図

調査担当者:酒井健次

石原州一

前田利彦



ろや

3 風呂屋遺跡

所在地:下水内 郡 豊 田 -1ほカミ

調査期間:平成 6年 6月22日-9月初日

調査面積:4，000m' 

遺跡の立地:LLi麓裾部の白地

時代と時期:縄文・古墳・平安時代

検出遺構:古墳 l基(終末期)・緊穴住居跡 l棟

出土遺物:縄文土器(絡条休圧痕文・諸磯c.勝坂・

調査担当者:酒井健次

石原州、

前田利彦

ケ台・新保・新111奇式)， r::t 
11口

(土偶，土製円盤・ハート形土製品)，石器(打製石斧・磨製石斧・石鋲・出石

・すり石・石皿・横刃型石器)，須恵、器・土師器・灰柑陶器・鉄製品

風呂屋遺跡は，米i住山塊の裾部と丘陵にはさまれた凹地に立地し，北から南へゆるやかに傾

斜している。 111の斜面は，現在，地すべり地帯に指定されており，表土のすぐ下は地すべりに

よってもたらされた賞掲色土が，遺物包含層上に堆積している。

縄文時代 調査区中央部の西端から東端にかけて， J幅10mほどの自然流路が確認され，この流

路の中から遺物がまとまって出土した。早期の絡状体圧痕文や中期初頭の五領ケ台・勝坂・阿

玉台の関東系の土器，新保・新i崎の北陸系の土器が多数出土した。しかし，遺構は確認されず，

土器も断片的で復原できるものはなかった。当地域で中期初頭の土器がまとまって出土した例

は，千曲)11をはさんで対岸の姥ケ沢遺跡(中野市)，北へ 61∞離れた深沢遺跡(飯山市)があ

る。風呂屋遺跡から出土した土器は，これらの遺跡の土器と極めて類似しており，当地域の土

器研究に貴重な資料となろう。土偶も30点ほど出土し，この中には姥ケ沢遺跡から出土した土

偶に酷似したものもある。また，石器は打製石斧が多く， 120本を数える。

古墳時代 調査区の北東部， 自然流路の上層から横穴式石室をもっ古墳が検出された。盛土や

蓋石は既になかったが，下半部の保存状態は良好で、ある。 囲には，人頭大の石を円形

に並べ，直径約12mの円墳であることが確認された。玄室は長さ2.8m，最大幅は1.2mを測る。

羨道部は長さ4.5mで関口部に向かつて大きく開いている。玄室からは，須恵器の坪や土師器

の小型壷・鉄製品が出土し， 7世記末から 8世紀初頭の築造と推定される。なお，

田村教育委員会によって，替佐城跡公園に移転・復原された。

第95図縄文土器出土状況 第96図古墳
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とびやま

4 飛山遺跡

所在地:下水内郡豊田村大字豊津字飛山2178-5ほか

調査期間:平成 6年10月31日-12月15日

調査面積:1， 000m2 

遺跡の立地:千曲川西岸の山地より張り出した尾根上平坦地

時代と時期:中世

遺跡の特徴:中世積石塚

主な検出遺物:銭貨(宋銭，明銭)，須恵器片

調査担当者:酒井健次

前田利彦

本遺跡は千由川西岸の山地の尾根上に位置する，直径約10mの円形の盛土遺構である。今回

の調査により盛土の中にほぼ西方に面する一辺約 6m，高さ約 1mの自然石を用いた方形の石

積が確認され，古墳ではなく封土を伴う中世の積石遺構であることが明らかになった。積石は

何段かに分けて積み上げられたものと思われるが，木の根等による撹苦しが著しく構築時の規則

性は認められなかった。遺物は盛土上部と積石下の池山田上から宋銭・明銭など中世の銭貨が

出土し，盛土中には須恵器片がみられるが，全体的に量は少ない。またこの石積の南側に隣接

して楕円形の輪郭を形造る配石遺構が確認されたが，遺構内からは遺物は検出されなかった。

これらの状況から中世の祭組遺構と思われるが，類例が少なく遺構の性格については今後の課

題である。

第97図調査前風景 第98図積石出土状況
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5 大谷地遺跡

所在地:下水内郡豊田村大字穴田字稲沢2680ほか

調査期間:平成 6 年 4 月 18 日 ~6 月紅白

調査面積:4，800m2 

遺跡の立地:赤攻丘陵から西にのぴる尾根

時代と時期:縄文時代早期・前期・中期初頭

調査担当者:酒井健次

石原州一

前田利彦

遺跡の特徴:縄文時代の土器・石器，平安時代の土器を含む流路

出土遺物:縄文土器(絡状体庄痕文・羽状縄文

-縄文・無文)，石器(石鉱・凹石・

すり石)，土師器・須恵器・灰糊陶器

表土のすぐ下が，海底面の降起による砂層とな

り，遺物は調査区の中央部から南にのぴる自然流

路から縄文時代の土器・石器，平安時代の土師器

が出土した。縄文土器は羽状縄文・縄文・無文な

どで，早期から前期・中期のものと推定される。

石器は，石鍛・凹石・すり石などである。

はちごうつつみ

S 八号堤遺跡

所在地:下水内郡豊田村大字穴田学稲沢2670-1ほか

調査期間:平成 6 年 4 月 18 日 ~6 月 21 日

調査面積:3，000m2 

第99図遺物出土状況

調査担当者:酒井健次

石原州一

前田利彦

遺跡の立地:赤坂丘陵から西にのぴる尾根と大谷地遺跡に隣接する谷部

遺跡の特徴:王子安時代の土器を含む流路

出土遺物:土師器・須恵器・灰粕陶器・

八号堤遺跡は，谷をはさんでL大谷地遺跡の北に

に，表土の下は海底部のi登起による砂層となり，

遺物はわずかに堆積した黒色土層から土師器が出

土した。大谷地遺跡と隣接する谷部は，

が斜面に沿って厚く堆積し，土師器や須恵器，灰

粕陶器が多数出土した。しかし，黒色土層も自然

の流路と考えられ，遺構は確認されなかった。調

査区の南の八号溜池の潤辺からは，縄文土器や凹

石，須恵器などが多数表面採集され，遺跡の中心

はこの付近と推定される。
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7 七ツ栗遺跡

所在地:上水内郡信濃町大字富濃字七、ソ栗2351-3他

調査期間:平成 6 年10月 3 日 ~10月 31 日

調査面積:約800m2

遺跡の立地:段丘裾部・標高約650m

時代と時期:先土器時代後半・縄文時代早期~中期・弥生時代

基本層序:日向林B遺跡とほぼ対比できる。

調査坦当者:谷和隆

常長虎徹

竹内聖彦

先土器時代: ブロックが2基ほど検出され石刃，彫器，ナイフ形石器(杉久保系)

した。特に，石刃がまとまって出土したのは興味深い。石材は安山岩が圧倒的に

多い。{探群も 1基調査区内北西部より検出されている。

縄文時代: 縄文土器には表裏縄文・条痕文系の早期と羽状縄文・半裁竹管文・無文の前期，

及び中期の土器が出土している。

5基の陥し穴は形態の類似性から同時期存在と られる。昨年度も同じ形態，

形状で6基検出されている。等高線の垂直方向に直線的に配列する。平面形は，

120cm x 80cm程の隅丸長方形で、深さは検出荷より約 1~1. 5m，底の中央に 1 カ所

の柱痕が残っている。

弥生時代: 中期初頭期と思われる土器が，

器と同じ層位より数十点出土した。関連

については不明であるが，北信地方での

弥生時代中期初頭土器の出土はさほど例

がない。

くここ〉

E二コ

〈二フ
第101図 日向林B遺跡出土脂肪酸介析をした石斧
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自
在所 日向林2553-5他 担当者:谷和隆

常長虎徹

竹内聖彦

小田切清一

調査期間:平成 6 年 6 月 20 日 ~12月 9 B 

謂 査面積:約12，000m2

遺跡の立地 :I日湖(湿地)に面する丘陵頂部及び南側裾部

時代と時期:先土器時代・縄文時代

遺跡の特徴:先土器時代の環状フゃロック群・縄文時代早期の土器群

主な検出遺物:ナイフ形石器・槍先形尖頭器・台形様石器

縄文土器・石鍛・打製石斧・磨製石斧・石匙

昨年度は丘陵南1NU裾部の先土器時代の環状ブロック群から在斧が41点出土して注目された

跡である。今年度は丘陵頂部の調査を行い先土器時代のフゃロックと縄文土器が発見された。

先土器時代 7ケ所のブロックが発見され，ナイフ形石器 7点，槍先形尖頭器 4点，台形様石

器 3点，削器 4点，掻器 2点， t柔錐器 2点，彫器 1点，局部磨製石斧 l点が出土している。層

く，ブロック内からの製品の出土が少ないことからブロック個々の時期や性格はつかみ

きれていない。しかし，台形様石器や槍先形尖頭器の存在から複数の時期が存在することは確

実である。また，昨年度調査区との関係は台形様石器や局部磨製石斧が存在するものの石器形

態が異なることから，産接関連するものとは思えない。

縄文時代 13， 000点弱の土器片のほか，石器， 1探も合わせて20，000点以上出土している。土器

片は表裏縄文，条痕文，竹管文が量的に安定している。表裏縄文は最も数が多く，遺跡の広い

範囲にわたって散漫に散っている。裏面の施文は口縁に 1条のみ施されるもののみであり，条

痕文は腕部上半に絡条体圧痕が見られ患部は尖る。竹管文は諸磯a式土器並行期と思われるも

のが多い。そのほかに数個体分の押型文土器が発見されており， 111形文，楕円文の土器が見ら

れる。石器は石鍬，打製石斧，磨製石斧，石匙，スクレイパー， くぼみ石，すり石，蔽き石，

石血などが存在する。石鍛は小形で平面形が三角形を呈するものが多く，表裏縄文に伴うもの

が中心になると思われる。打製石斧，磨製石斧，石匙は前期の竹管文にともなうものであろう。

また，宥茎尖頭器などの石器も出土することから，今後草創期の土器が発見される可能性は

し'0

4基検出されている，その他に袋状の小竪穴 2基が発見されている。時期

のため決定的ではないが，遺構内から発見される土器から表裏縄文の時期と思われる。

他に際集中が9ケ所ある。集石といえるほどのまとまりはないが，焼け礁が集まっているもの

である。明確に伴う土器がないために時期はわからない。

残留脂肪酸介析の結果について 昨年度調査区より出土した 3点の石斧にいいて株)ズコーシャ

に委託していた分析の結果がでた。第101図 1と2の石斧からナウマンゾウ， 3の石斧からニ

ホンジカの脂肪酸が検出され，石斧がそれら動物の解体もしくは狩猟に用いられていたことが

証明された。
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9 大平8遺跡

所在地:上水内郡信濃町大字富濃字大平3960-53他

調査期間:平成 6 年 4 月 18 日 ~6 月 17 日

調査面穣:4，000m2 

遺跡の立地:北向きの尾根上の南東部・標高703m前後

時代と時期:先土器時代・縄文時代・弥生時代

遺跡の特徴:先土器時代のブロック・縄文時代の土器群

主な検出遺物:ナイフ形石器・掻器・石斧・縄文土器・弥生土器

担当者:谷和隆

常長虎徹

竹内聖彦

先土器時代 遺物総数は約950点でナイフ形石器を中心とする石器群と神子柴系の石斧を中心

とする石器群の 2時期が存在する。前者はナイフ形石器15点，播器12点，削器 4点が 5ケ所の

ブロックから出土している。ナイフ形石器は不定形な剥片を素材として，急、角度のプランテイ

ングを施す小形のもので石材ーにはチャート，黒曜石が用いられる。掻器は分厚いす詰まりの剥

片を素材ーとしたもので平面は円形を呈する。また， 1柴群も 1基検出されている。

神子柴系の石斧を中心とする石器群は 3ケ所のブロックが存在し，石斧 2点以外には明確な

器種が存在しない。 1点には研磨が認められ刃部欠損後の調整が確認できる。もう 1点は未製

品と思われ周辺出土の剥片と接合する。石材は 2点とも珪質凝灰岩である。

縄文時代 貝殻復縁文，羽状縄文，竹管文の土器片が約500点出土している。 中は 3ケ

所確認できるが遺構は存在しないため，その内容は不明である。

弥生時代 車径約 5mの土器集中 1ケ所から，後期の土器片が 2~ 3個体分出土しているカ

構は確認できず，遺跡の性格はつかめない。

ぷ ζ ご〉

ζ二〉
に二二〉

第102図 大平 8遺跡出土のナイフ形石器
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10 針ノ木遺跡

調査担当者:寺島俊民1)所在地:上水内郡信濃町大字富濃宇針ノ木4065番地ほか

調査期間:平成 6 年10月 3 日 ~11月 4 日

遺跡の立地:小規模な盆地

調査面積:4，000m2 

時代と時期:平安時代

遺跡の特徴:平安時代の小規模集落

主な検出遺構

針ノ木遺跡は，野尻湖のi者約 1kmに位置し，周回を丘陵によって囲まれた揺り鉢状の小規模

な盆地の南側の北向き緩斜面に所在する。 中央は湿地'性で，腰近くまで泥に漬かりながら水田

を作ったとの話も開き，針ノ木の集落は北側の南向き斜面にこぢんまりと営まれている。

昨年度より試掘調査を実施し，本年度も遺跡の範囲を雄定することから開始した。その結果，

湿地際の水の湧き出しそうな北向き緩斜面からは平安時代の住居跡・土坑墓などを検出した。

検出した住居跡は10世紀と 11世紀に 21!FFず

つ営まれ，背後の斜面からは10世紀のどち

らかの住居跡に伴うものと思われる

をl基検出した0

10世紀の 1号住居跡(第103図)は検出

された中でもっとも深く掘り込まれている

もので，住居跡内から水が湧き出したの

か，排水溝が設けられていた。調査中にも

柱穴内からは水が湧き出し，当時は現荘よ

りも水位が高かったのだろうと思われる。

また，この住居内には柱穴が 8本も立てら

れ，近接する 2号住居跡も河様で，柱穴が

11本も設けられていた。信濃町内では現在

20軒ほどの住居跡が確認されているが通常

4本柱で，このように柱穴を多く設ける例

は見当らない。軟弱な地盤に対応し，か

つ，豪雪に耐えるためこのようにしたのか

珍しい例である。

主な出土遺物

土 器:土師器・ -灰和陶器

自然遺物:クルミ

。

第 103図 |号住居跡 (1 : 80) 
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11 裏の山遺跡

所在地:上水内郡信濃町大字柏原宇裏の山525-1番地ほか

調査期間:平成 6 年 4 月 18 日 ~11月 11 日

遺跡の立地:伊勢見LL!南東の尾根頂上部

調査面積:8，500m2 

時代と時期:先土器時代・縄文時代早期

遺跡の特徴:後期先土器時代の大規模遺跡

主な検出遺構:ブロック30基余り

主な出土遺物:石器:局部磨製石斧・砥石・台形様石器・ナイフ形石器・掻器・ J~;器・槍先形

尖頭器・細石刃・細石刃核・石鍛など

土器:縄文早期土器(表裏縄文)

裏の山遺跡は信濃町役場の背後に位置する伊勢見山南東の尾根の頂上部(標高713m) に立

地する。昨年度の試掘調査により新たに発見された遺跡で，当初は小規模な!日石器時代の遺跡

だろうと考えられていた。伊勢見LL!の北西山麓から裾野一告には束裏遺跡が広がり本遺跡と近

している。

現在の伊勢見出は山林となっているが，戦争I直後には開墾され全面丸坊主となり畑作が行わ

れた。本遺跡も例外ではなく現在まで焔が作られていた。

は他の遺跡(貫ノ木・上ノ原など)と同様の層}II貢を成している。しかし，本遺跡は他の

遺跡と立地が異なる昆根のLlJ1支部であることから，耕j二Fで即IV層が現れVI層までは非常に

い。 IV・V. VI層が混在し， ~首位的に遺物を取り上げるのに困難をきたしたところもあった。

四方に下るにしたがいIII~V層は徐々に厚さを増してゆく。

石器は尾根の]真上付近と南斜面を中心に，東斜面からも した。 喋を含め7，900点余

りの内トウールは約790点を数え，全体の 1割をしめる。 出土状況はIII~ IV層では全体の8.5割

以上が出土し， 30程のブロックが認められた。ブロックはIII. IV層からそのほとんどが検出さ

れ，南斜面と西斜面には単独なものが多く， 5 ~ 8 mの直径を測る。頂上付近では多くのブ

ロックが検出されたが，かなりの重複が認められたことからその数は不確定である。 V層にな

るとその出土状況は一変し散浸となり，ブロックは確認することはできず，新たに束斜面から

も局部磨製石斧・砥石・台形様石器等が出土した。この段階では束から北東斜面へも遺跡は広

裏の山遺跡 出土石器集計表(7 :r.手 2月末，洗浄・注記終了段階)

層 位 出土遺物総数 ナイフ スクレイパー 台形様 一次・使用 その他 メ仁X15日ji-
I~III層 2，471 34 110 24 132 30 330 

IV 層 3，837 37 93 10 138 22 300 

V 層 928 14 35 7 41 19 116 

t党 百L 491 5 12 l 29 3 50 

合 7，962 90 250 42 340 74 796 

その他の石器蔽き石31，特殊磨石 2，尖頭器ム石斧 2，在嫉 4，石刃12，細石刃 7，細
石核 2，擦り石 3，くさび 2，砥石 1，彫器 2， ドリル 1，スタンプ型 1，喋235
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がるものと推測される。

時期的にはナイフ形石器と掻器を主体に

検出されたが，局部磨製石斧から細石器・

槍先形尖頭器まで検出され，長期にわたり

この地が利用されていたことが分かった。

石材は黒曜石・安山岩・チャート・凝灰

-砂岩・ -蛇紋岩が使用され

現在は石器洗浄を終了した段階で，石器決心く

亡戸7

にごご::.1 

〈こコ 7

ζご::::.2 

_.~- -~ 
乙~ 8 

10 議齢 11

Cここ::::::，. 3 

じ〉

とコ

グ 4

岡
山

組
側
附
留

間
wv

恥
附
蹴
関
陣

〈ア

Cコ 12

eミミき
13 Q 5cm 

( 1 '"" 9ナイフ形石器， 1 0・11撞器， 12・13台形様石器， 14磨製石斧，ムは素材剥片の打苗位置を示すo ....は打菌残置，ムは打面除去)

第 105国 裏の山遺跡出土遺物図 (1 : 2) 
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12 東裏遺跡

所在地:上水内郡信濃町大字柏原字上の原261・265番地ほか

調査期間:平成 6 年11月 14 日 ~12月 13 日

遺跡の立地:伊勢見山山麓の平坦部

調査面積:4，000m2 

時代と時期:縄文時代早期・平安時代

遺跡の特徴:平安時代の小規模集落

調査担当者:寺島俊郎

神林忠克

主な検出遺構

構
ナ
iA

山
由
s

一
集

遺
一
器土

主な出土遺物

土 器:縄文土器(絡条体庄痕文・前期末)・古墳時代前期

土師器・平安時代土師器・須恵器・灰柏崎器

竪穴住居跡41 その他:鉄製品・黒曜石剥片・安山岩剥片

野尻湖の南東約 II叩に北西から南東に延びる尾根状の伊勢見出(離れ山)がある。その南西

側山麓から裾野一帯に広く展開しているのが本遺跡である。本年の調査は 2年目に当たり，そ

の対象地は 21Rの北西端部に相当する。

調査の結果，調査対象区は削平され表土下即掲色ローム層が表れた。昨年度調査で多く検出

された先土器時代の遺物は検出されなかったが，平安時代(10世紀)の竪穴住居跡4軒を検出

した。また， 2区北西端から 3区へと延ぴる河川による凹地の縁辺では黒色土・柏原火山灰層

の堆積が確認された。黒色土}脅からは古墳時代前期の土器が散在して出土し，柏涼火山灰岩の

下方からは縄文時代早期の絡状体圧痕文の土器が一個体分集中して検出された。

平安時代の竪穴住居跡は昨年からの調査を通じて10軒が検出されたが，それらは 1軒から 3

の軒まとまりをもって点在している。今回検出した 5号住居跡からは，黒色土器椀 3個体内部

に漆がべったりと付着しており，当時の信濃町Iでは生業のーっとして漆の栽培(採取)が行わ

れていたものと推測される。

-平安住居土i上 務援護平成 6年度調査 平成 5年度調査

第 106図 東裏遺跡調査範囲図 (1 : 8000) 
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うえのはら

上ノ原遺跡13 

調査姐当:鶴田典昭地:上水内郡信濃町大字柏原字上ノ原204ほか在所

石原州一調査期間:平成 6 年10月 24 日 ~12月 9 日

時代と時期:先土器時代，縄文時代前期，

遺跡特徴:先土器時代のフゃロック，縄文時代の陥し穴

(先土器時代)陥し穴 3 (縄文時代?)， 

孟な出土遺物:ナイフ形在器，槍先形尖頭器，縄文時代前期土器

久保田秀一郎

-平安時代

調査面積:3，500m2 

低湿地に臨む南向きの緩斜面遺跡の立地

(近世以降)1 主な検出遺構:ブロック 5

は第107図に示したとおりで，周辺の貫ノ木遺跡などと対応する。古代

の遺物は長胴警が一個体出土したのみである。縄文時代前期の土器片が調査区南西側にまと

調査結果

まって出土したが，それに伴う遺構は検出きれない。陥し穴と思われる土坑が3基検出された。

土坑内の遺物は無く，何時ものかは明言できない。

先土器時代の遺物は，剥片，擦などを含めて505点である。今回の調査で出土した石器は，

槍先形尖頭器12点，掻器・削器 2点，石錐 I点，ナイフ形石器 2点，台形様石器 1点などであ

る。 5つのブロックが確認され，その他に単独で、出土した石器が数点ある。これらの石器群は，

出土層位から大きく 3つの時期に分けられる。ひとつは主にIII層から出土する一群で槍先形尖

安UJ岩製ナイフ形石器が含まれる。頭器が含まれる。次は主にIV層から出土する

台形様在器が含まれる。主にVa層から出土する一群で，
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かんのき

14 賞ノ木遺跡

所在地:上水内郡信濃町大字柏原字貫ノ木1461他

調査期間:平成 6 年 4 月 21 日 ~12月 9 日

調査面積:上信越自動車道分 29，900m2 

妙高・野尻バイパス分 2，200m2 

遺跡の立地:丘陵の緩斜面部

時代と時期:先土器時代・縄文時代・弥生時代・平安時代

遺跡の特徴:先土器時代のブホロック群

担当者:大竹憲昭・臼田広之

奥山宗春・片山徹

小田切清一・代田

鈴木孝則

主な検出遺構:先土器時代:遺物集中地点(ブロック)25カ所，磯群40カ所

縄文時代:土坑 35基，集石 5カ所

安時代:竪穴住居跡 l軒

主な出土遺物:先土器時代:台形様石器，ナイフ形石器，槍先形尖頭器，石斧，砥石，掻器，

。

削器，彫器

縄文時代:表裏縄文土器，押型文土器，石鉱，石匙，

弥生時代:中期土器

平安時代:土師器

貫ノ木遺跡

⑧ 
¥ ¥¥ ¥ ¥-一ーーー圃ーーー幽 ¥ ~\.\.\，'='とミ』ごー~_/

Eヨ平成6年度調査s:(第 l区)

平成 6年度調査区(第 2産)

500m 

1望
区三昌平成 6年度調査s:(第 3s:) 

回咽バイパス介鵠査区

i-

第 108図貫ノ木遺跡全体図 (1 : 100， 000) 
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ノ木遺跡は，野尻湖の西に広がる仲町丘陵の最南端

に位寵する。遺跡の標高は700~730mあり，細か

い地形をみると何段ものテラスを形成しており，各テラ

スに遺物の集中がみられた。今年度調査したそれらのテ

ラスは，以下の 4地区に区分される(第108図)。

第 1区:国道18号の両脇，標高710m前後で東向きにや

や傾斜しているテラスである。

第 2区上位面:遺跡内ではもっとも

部平坦地である。

い丘陵の頂

第 2区下位面:上位面の北西部，頂部から一段下がった

716m -

715m 

AT [> 

標高720m前後の北西向の緩斜面である。 714m

第 3区 2区上位面の頂部から西側は約50mの比高差を

持つ斜面が展開するが，その中腹部分標高700m前後に

先土器時代

東向きのテラスがある。 第109図貴ノ木遺跡基本層序

と遺物の出土層位は以下の通りである(第109図)。第 I層:表土。第II層:黒色細

粒火山灰層，平安時代の遺構と遺物は本層上回で検出された。第III層:~斬移層(上部野尻ロー

ム層 IIモヤ)1 縄文時代早期の遺構と遺物は本層中に検出された。第IV層:黄褐色細粒火山灰

層(上部野尻ローム II)，第 1・2区上位聞を中心に，ナイフ形石器，槍先形尖頭器の石器群

が出土している。際群の多くも本層に帰属する。第Va層:暗黄褐色細粒風化火山灰層

野尻ローム層 II)，層j享の厚い第 3区ではAT(姶良・丹沢火山 25，000y. B. P. 降

灰)の純層がフ、、ロック状に確認された。第 2区下位面・第 3区では遺物の1+1土量は多い

の第Vb層との分離は困難で、，本層を主体とした石器群の存無は今後の整理にゆだねたい。第

Vb層:暗褐色風化火山灰層(上部野尻ローム層 II黒色帯)，台形様石器，ナイフ形石器，石斧，

砥石等をもっ石器群である。遺物の平面分布は， Va層と重複する部分が多い。第Vc層:

褐色風化火山灰層(上部野尻ローム層 I黒色帯)，本層以下，遺物は発見きれなかった。第VI

層:黄褐色風化火山灰層(上部野尻ローム層 1)，第VII層:赤褐色スコリア質火山牒層。

今年度の成果は以下の 3点に集約される。

1 )第 1区において，ナイフ形石器と槍先形尖頭器が伴出るする良好な石器群を検出した。

2 )第 2・3~まから出土した石器群は， AT (姶良・丹沢火山灰)降灰以前に時間的位置づけ

があたえられる。砥石 6点，石斧20点弘上という出土量の多さは特筆される。ただし第 2区・

第 3誌の台形様石器・ナイフ形石器・石斧を比較してみると，その特徴には違いが指捕できそ

うであり，時期差を示す資料になる可能性が大きい。

3 )遺跡で使用されている石器石材は，黒曜石・蛇紋岩・安山岩・凝灰岩・頁岩・チャート・

砂岩と多様だが，遺跡周辺に上記の石材はなく，かなりの遠隔地からもたらされたようであり，

入手過程が興味深い。
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にしおか

15 西岡A遺跡

所在地:上水内郡信濃町大宇野尻字傍九郎1521-1他

調査期間:平成 6年 4月21B ~ 12月 9日

調査面積:上信越自動車道分 6，900m2 

妙高・野尻バイパス分 11，000m2 

遺跡の立地:丘陵の緩斜面部

時代と時期:先土器時代・縄文時代

遺跡の特徴:先土器時代のブ戸ロック群

担当者:大竹憲昭・臼田広之

・片山徹:

小田切清一・代田

鈴木孝則

主な検出遺構:先土器時代:遺物集中地点(ブ会ロック)10カ所，際群16カ所

主な出土遺物:先土器時代:ナイフ形石器，槍先尖頭器，角錐状在器，掻器，削器，彫器

縄文時代:土器，石器

西岡A遺跡は，貫ノ木遺跡の南西部に接するように位置する。遺跡の標高は685m前後で，

ノ木遺跡 3区より一段低い西方向にやや傾斜している。基本層序は貫ノ木遺跡と同様で、，先

土器時代の遺物は第III層~第1V層にかけてみられ，第V層にはいると遺物は

道関係で 1区，.2区を，バイパス関係で3区をそれぞれ調査した。

しない。高速

2区から出土した石器群は，安山岩を主たる石材とし，約500点が出土した。ナイフ形石器

は横長剥片を素材としており，石核，制片からも横剥ぎ技法が看耳元され，国府系の石器群と関

貫ノ木遺跡

@ 
B 第 i区

第 2区

G 500m ¥弘Lヘソ EEバイパス介調査臣

~いー

第 111図西岡 A遺跡全体図 (1 : 100， 000) 
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連が強いと られる三国技法に酷似している(註)。従来，信濃町では国時系王子器群が比較

的よく看取される地域であったが，この西岡A遺跡の資料はなかでも充実している。さらに他

の形態のナイフ形石器や槍先形尖頭器との共伴関係も石器群の時間的位置づけを考える上で輿

味深い。

(註)平口哲夫氏より御教示いただいた。
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第112図 商問 A遺跡出土先土器時代の石器

( 1 '" 4・12'"15ナイフ形話器， 5・6 • 11槍形尖頭器， 7"'10彫器， 16 角錐状石器)
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11 普及・公開活動の概要

現地説明会・速報展・遺跡調査発表会

(1 ) 佐久調査事務所

ア郷土遺跡(小諸市)

本遺跡の発掘調査も 3年目を迎え，地域社会にも我々の調査活動が広く知られるようになっ

てきた。その現われとして今年も 5月21日(土)に，地元小諸市の野岸小学校の 6年生 3クラス

120名が，地域の歴史学習の一環として見学に訪れた。メモ帳片手に熱心に質問する小学生に

対し，説明に当たった職員も熱弁をふるってこたえていた。

その翌日の 5月22日(日)には道路公団・ JVなどが共催した上信越道小諸工事区の一般公開

のイベントが開催され，郷土遺跡も終旺公開し，家族連れを中心に137名の見学者が訪れた。

遺跡見学は初めての方も多かったが，前日見学に来た小学生数名のグループの姿も見られた。

さて，今年の普及・公開活動の中で特筆すべきものは，長野県の生涯学習推進の一環として

7月29日(金)に開催されたボランティア養成講座への協力である。小諸青年の家職員・小諸高

校教諭に引率された 9名の参加者は全員若い女性で，社会人 1名の他は東信の高校生であった。

午前中は現場での遺構検出作業，午後は土器洗

い，遺物への注記，遺物の接合と盛りだくさん

の内容を矩時間の中で体験して頂いた。小諸

ケーブルテレビの取材もあり，指導に当たる職

員も，いつになく張り切っているようであっ

fこ。

8月21日(日)に本年度最初の，そして足かけ

3年にわたる発掘調査で最後となる正式の現地 第 113図ボランティア養成講座

説明会が開催され，小雨まじりの天気にもかかわらず， 102名の参加者があった。

イ 砂原遺跡及び中平・田中島遺跡(浅科村)

7月10B (日)に行われた第 1回砂原遺跡現地説明会には，地元浅科村の皆さんを中心に201

名の参加者があった。千曲川右岸に位寵する本遺跡は，名前通り洪水による砂におおわれてい

たが，砂の下から姿を現わした周堤をもっ竪穴

住居跡(平安時代)や牛耕の足跡の残る水田跡

などを目の当たりにした地元の皆さんは，先人

の生活ぶつに思いをはせていた。

8月21日(日)に実施された第 2回砂原遺跡現

地説明会は，中平・田中島遺跡の現地説明会と

併せて実施され，この日も地元の皆さんを中心

に100名の参加者があった。
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(2) 上回調査事務所

ア 大田ノ木遺跡(上田市殿城)

平成 6年 7月17日(日)の午前・午後の 2回現地説明会が実施された。見学者l土地元の上田市

を中心にして235名を数えた。同じ日に上田市宮平遺跡の現地説明会も行われたが，開姑時亥iJ

を1時間30分ずらして，見学者が移動できるように考慮した。実際50名程の人が双方を見学し

たようである。「一日で 2つの遺跡を知ることができてとてもよかった」と好評で，上回の弥

生時代から古代にかけての見識を深めるには有効で、あったと考える。

当日は晴天で，厳しい暑さの中で調査研究員の説明が行われたが，弥生時代末の焼失住居の

話には，多くの見学者が熱心に聞きいっていた。その住居から発描された多くの完形遺物にも

視線が集中した。

イ 宮平遺跡(上田市住吉)

平成 6年 7月17日(日)の午前・午後の 2回現地説明会が実施された。大日ノ木遺跡の説明会

から移動した人も多く， 216名の見学者が集まった。古墳時代に大陸から伝わったかまどの説

明や当時の時代考証に関心を寄せていた。出土した円面硯にはその価値に楚きの声が上がった。

また，スライド上映による説明も同時に行われた。

平成 6年11月16日(水)，地元自治会の要請で第 2回目の説明会が実施された。 116名

者があった。当呂と翌日には神科小学校の学級単位の見学もあって，児童を含めると約400名

を数えた。現場に竪穴住居が復原され，かまどを使った煮炊きも実演された。

ウ 真行寺遺跡(東部!IlJ祢津)

平成 6年 8月 7臼(日)に現地説明会が実施され， 81名の見学者があった。午前中の 1間だけ

の説明会でも熱心な見学者が集まった。強い日差しにもかかわらず興味深く調査研究員の説明

に聞きいっていた。特に中世の火葬墓から出土した青磁に関心を寄せていた。

エ 国介寺周辺遺跡群(上田市下堀)

平成 6年12月4日(日)の午前・午後 2回の説明会が実施された。近隣の住民を中心に196名

を集めた。国分寺と直接関係する遺構は少なかったが，弥生時代の住居跡や完形土器

が床上に原位置を保つ古墳時代後期の住居跡に多くの人が集まり，考古学に対する関心の深さ

を示した。「私の家の下にこんなすごいものが埋まっていたなんて……j という驚きの

あった。今後の説明会では，遺跡近隣の人達に藍接案内を出すことで，より多くの見学者を

めることができ，普及公開にもっとも有効な手段ではないかと思われる。
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(3) 長野調査事務所

ア 築地遺跡(長野市篠ノ井院自) 6月26司(自) 184名

時おり小雨のちらつく天候であったが，大勢の見学者でにぎわった。閤辺住民への PR活動

がゆきとどき， I北陸新幹線関連では初の現地説明会Jとのマスコミの事前報道もあって，い

わゆる考古学ファン以外の参加が多かった。現地説明会の初参加者は58.2% (107名)にも

た。平安時代及び中世の集落と出土遺物が展示公開され，見学者からは， Iここを遺跡と

して保存できないか?Jという声もあった。

イ 篠ノ井遺跡群(長野市篠ノ井塩崎) 7月31司(日) 167名

気温30度をゅうに越す猛暑にもかかわらず， く千葉県からの参加も含め，熱心な見学者で

にぎわった。発掘現場では，弥生時代後期の円形潤溝墓群を中心に，合口土器棺や，人骨，鍋

釧・鉄鎖11の出土状況が公開された。遺物では，箱清水式土器，古墳時代後期の土器，古代の瓦

塔・蹄牌硯などが公開され。見学順路の計画もよく，充実した説明会であった。

ウ 浅J11扇状地遺跡群 W-2B区(長野市鶴賀) 10月16日(日) 187名

市街地の発掘現場では初めての現地説明会であった。古墳時代前期の方形の竪穴住居 10軒

を中心に現場が公開され，栗林式土器等の展示のほか，発掘された土器片から土器の復原まで

の過程がわかるような工夫もされていた。後日訪れて，補足説明を求める方もあり，地元住民

の関心の高さがうかがわれた。

エ 屋代遺跡群(更埴市雨宮) 10月30日(日) 367名

f奈良時代の国府木簡発掘」のニュースが流れたばかりでもあり，県内外から多数の

がつめかけた。矢板に囲まれた発掘現場は次の順序で見学できるよう工夫されてあった。①縄

文時代中期後葉の集落 ②縄文時代中期初頭から現代の地層断面 ③弥生時代?の千曲)11とそ

れが埋る過程 ④飛鳥から奈長時代の自然流路と施設(木樋など)⑤平安時代の水田

出土品では注目の国符木簡・郡符木簡をはじめ，祭泥遺物(斎串・人形・馬形など)，縄文

土器などが展示公開された。当日の配布資料もわかりやすく好評であった。

オ 浅川扇状地遺跡群 E… 9区(長野市上駒沢) 12月21自(水)午後のみ 23名

地元の方々の強い要望で現地説明会が行われた。

熱のこもった説明会となった。中世論の 2

つの大溝を含め，発掘調査の様子そのも

のが公開され，遺物展とともに

興味をひいた。

今年度は速報展が中止となった。

歴史館開館に伴う企画展の実務を

所が担当したためであるが，来年度は，

今年度の成果を交えての展示会の開催が

期待されている。
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カ 県立歴史館開館記念企画展“赤い土器のクニ"

平成 6年11月3日，森将軍塚古噴を高東に眺望できる更埴市屋代に長野県立歴史館が開館し

た。当センターは，この歴史館開館を記念する企画展の開催を要請され，計画，実施した。

県立歴史館は，善光寺平に位置するといっ地理的条件のなかで，この地域を特徴づける弥生

土器“赤彩された土器"とその文化(約1800年前)に焦点をあてた展示概要が立案され，当セ

ンタ…所有の記録，遺物を主体とした展示を行った。

展示は“赤い土器のクニ"と題し，塵史館企画展示室において，平成 6 年11月 3 日 ~12月 11

日まで33日間実施された。歴史館の開館というこ

ともあり約 2万5千人の見学者が訪れ，盛況を博

した。また企画展に合わせ，奈良国立文化財研究

所，工楽普通学芸室長による何話作の始まりと

人々の交流jと題した講演会を開催した。

企画展の計画準備は， 8月中旬から

務所が中心となり展示，図録の作成を行った。

跡の発掘・整理作業に従事する業務のかたわらで

準備・実施をすることとなり，展示台，展示・解

説パネル，復元住居等大半を自前で制作すること

を余儀なくされた。また盛史館自体企画展開催が

初めてで不手際もあり，開館前5になって展示作

を終了するという慌ただしいものであった。

展示は，千出川流域一帯の遺跡から数多く出土

する“赤い土器"をメインに，同時代の木製農具

・鉄製品など約250点余の遺物を紹介した。内容

は，弥生時代後期に花開いた『赤い土器のクニj

(箱清水式土器の文イ七)の誕生から終湾まで稲作

技術，金属器，墓地，住居等の状況を解説し，また

赤い土器を再現する実験過程の様子も紹介した。

会場では様々な驚きの声が噛かれ，質問してくる

見学者が数多く見受けられた。また遺跡が身近に

あることを，再認識した人も少なくなかった様子

であった。ささやかなイベントであっても，

成果を還元できたことは喜びでもあった。

この企画展が盛況であった陰には，多くの機関

・方々からの援助・助言，そして何より熱っぽく

かかわった担当者，整理補助員の努力があ

りました。
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(4) 中野調査事務所

ア 貫ノ木遺跡・裏の山遺跡・日向林B遺跡(信濃町)

平成 6年 7月31日， 3遺跡合同の説明会が行われた。貫ノ

て展示し，各遺跡では時間をずらして現地の説明を行った。また西岡A.

出土品を集め

B 遺跡の出土品

も合わせて展示された。貫ノ木遺跡の丘に立ち，地形の変化に富んだ広範囲な遺跡を目の前に

して， 160名の見学者からは驚きの声が上がった。

イ 風呂屋遺跡(豊田村)

平成 6年 8月27自，遺跡現場事務所において風呂屋古墳を中心にした説明会が行われた。

すでに調査が終了している大谷地・八号堤遺掛の出土品を合わせて行った。村の有線テ

レビ報道により 130名の見学者となった。「村の古墳Jということで，真夏日に照らされ汗を拭

きながらも熱心に見入っていた。古墳は，村によって移築復元されている。

ウ 出土品の現地公開(信濃町)

平成 6年12月10日，貫ノ木遺跡現場事務所において信濃町 9遺跡(七ツ栗・日向林B.

B.針ノ木・裏の山・東裏・上ノ涼・貫ノ木・西岡A) の出土遺物約300点を公開した。使い

こなされた砥石やナウマンゾウなどの脂肪酸の付着した石斧の前には，どの見学者も立ち止ま

り関心の高さを窺わせた。年末を迎え多忙な時期であったが56名の方々が見学に訪れた。

エ速報展

平成 7 年 2 月 2 日 ~19 日までの実質問日間，県立歴史館において，当センターの企画展とし

て同館との共催で上信越自動車関連遺跡速報展を開催した。「野尻湖周辺の先土器文化jと題

し，信濃町 7遺跡(日向林B.大平B.裏のLLI.東裏・上ノ原・貫ノ木・西岡A) で出土した

石器の様相から「石斧文化 Iナイフ形石器文化JI石槍文化jの3つのテーマに分け，石器約

300点及び復元模型等を展示した。又展示解説スライドを各日曜日に上映した。

まず豊富な展示内容には，多くの見学者から驚きの声が聞かれた。ナウマンゾウを解体した

石斧や大きな砥在は，環境復元模型と合わ

せて現実感に溢れ強い関心が示された。石

器製作実演コーナーは常時ひとだかりがし

大好評であった。スライド上映も平均50名

の方々に見ていただいた。

-歴史館の三者間で打ち合

わせたり，整理作業と並行した準備で忙し

い面もあったが，県内外から， 4，837名の参

観を得られたことは大きな意義があった。

オ 遺跡調査発表会(豊田村) 第 117図歴史館における速報展

平成 7年 3月5日，豊田村教育委員会の後援により，村農協多自的施設において平成 6年度

理蔵文化財発掘調査遺跡発表会を開催した。豊田村の遺跡(大谷地・八号堤・風呂屋・同古墳・飛

山)および中野市の牛出遺跡について，スライド発表と出土品の展示を行った。見学者は51名。
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2 .指導・研究会・学習会

期 日 講 官軍

6. 7. 4~ 7. 5 国立歴史民{谷博物館平日i南教授

6. 9.16~ 9.17 明治大学 安育、政雄教授

6. 9. 29~ 9.30 大阪市立大学 辻誠一郎講師

6. 10.21 岡山大学 稲田孝司教授

6. 10. 24 国立歴史民俗博物館平川南教授

6. 11. 24~ 11. 25 " " 
6.11. 28 信州大学 赤羽貞幸助教授

6.12.13 信州大学 笹本正治助教授

7. 2.16~ 2.17 新潟県立豊栄高校 )11村浩司教諭

" 群馬県箕郷町教委 田口一郎調査員

" 腕群馬県埋蔵文化財事業盟 関披慎二主鉦調査員

7. 2. 23~ 2.24 明治大学 山田昌久講師

1/ 郡山女子短大戸 柳田俊雄助教授

7. 2.27 長野県立歴史館 品Ifキ討~~

7. 3. 1 ~ 3. 2 野尻湖博物館 中村由克学芸員

7. 3. 6~ 3. 7 国学院大学 吉田恵二教授

7. 3. 27~ 3.28 明治大学 良 干支

3 .刊行物

「長野県埋蔵文化財センタ一 年報J11 

I ~長野県埋蔵文化財ニュース J 40~41 

指導内容ほか

屋代遺跡出土木簡について

信濃町の!日石器時代遺跡について

屋代遺時群出土植物賀資料の取り扱いについて

信濃町内出土の!日石器時代の石器について

屋代遺跡出土の木簡について

" 
長野盆地の地形形成について

中 世 城 館 町 在 方 法 | 
韓ノ叫遺跡1tJ:l士Hの肱生~古墳時代円土器について

縄文時代前期後半の土器の整理方法

お)11条里遺跡出土の木器整理方法

信濃町出土の旧石器と東北地方の!日石器について

律令制度と木簡

芯器の石材について

中野市内窯跡出土の須恵器について

信濃町内出土の石器と関東地方の!日石器時代石器について

f赤い土器のクニJ(長野県立歴史館開館記念企画展図録)
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III 機構・事業の概要

1 .機構

(1 ) 組織

【理事会}

働長野県埋蔵文化財センター組織図

(2) 事務所所在地

本 部 長野市大字南長野字幅下692-2 

務 局 長野市篠ノ井布施高田字佃963-4 

制長野埋蔵文化財センター長野調査事務所内

長野市篠ノ井布施高田字佃963-4 

中野調査事務所 中野市大字立ケ花字西原55-1 

佐久調査事務所 佐久市大字安原宇蛇塚1367(平成 7年 3月31日 閉所)

査監計
A

曾ぴ

所

法

務

業

ま

葬

会

査

し
μ

事

革

調

斗

-
z
z
t

盟

固
い
・

上

2
川

市大字下塩尻936-3 

・長野調査事務所は，平成 7 3月30B，更埴市屋代清水260-6に移転)
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0第28田理事会平成 6 5月30日 会場長 野 市 ホテル信濃路

第 1 平成 5 ついて

第 2 平成 5 ついて

0第29回理事 会平成 7 3月28B 会場長 野 市 山王共済会館

第 1 平成 7 (案)について

第 2 平成 7 (案)について

第 3 平成 6 (案)について

第 4 寄的行為の一部変更(案)について

平成 6年 5月27日実施平成 5

(2) 調査事業

よぴ収支決算書について

長野自動車道および上倍越自動車道にかかる埋蔵文化財発掘調査…長野県教育委員会からの

委託。県道大町バイパスにかかる発掘調査一長野県長野建設事務所からの委託。北陸新幹線に

かかる埋蔵文化財発掘調査一長野県教育委員会および長野市・上田市からの委託。国道野尻バ

イパスにかかる発掘調査…建設省関東地方建設局からの委託。

ア 調査遺跡および面積( ( )内は側道)

自動車道関係 佐久市・小諸iiJ・東部町・上田市・坂城町・更埴市・中野市・豊田

村ー・信濃町各地域内計30遺跡， 114，250m2 

0北陸新幹線関係 佐久市・御代田町・浅科村・上田市・更埴市・長野市内計16遺跡， 115， 

280m2 (7，474m2
) 

0国道野尻バイパス関係 信濃町内 2遺跡， 11，400m2 

O県道大町バイパス関係 小川村内 1遺跡，2001ぴ

イ整理事業

O長野自動車道関係 長野市の 2

0上信越自動車道関係 佐久市・小諸市・東部町・上田市・坂城町・更埴市・長野市・中野

市・豊田村・信濃町内計32遺跡の整理事業

0北陸新幹線関係 御代田町・佐久市・浅科村・上田市・

(3) 事業費

長野自動車道関係 212，539千円

自動車道関係 1， 709， 716千円

北陸新幹線関係 1， 107， 552千円

(4) 普及活動 (83ページ参照)

(5) 職員研修

ア 講師招へい及び、来所による

国道バイパス関係

県道関係

(88ページ参照)
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奈良国立文化財研究所関係イ

子

彦

保

亮

卓

者

由

教

利

カE参

沼

沢

田

崎

沢

林

手主5果

!一般課程

保存科学基礎課程

文化財写真課程

環境考古課程

製鉄遺跡調査課程

'打

λ
来
女

29 

15 

28 

19 

4 

10 

日日実月

海外研修ウ

参加者

西 山 克 己

市川隆之

河西克

出河裕典

我国の古代文化の源流となった韓国の吉代文化遺跡の研究

①遺跡・ 1専物館等の

π~可

名壬内

平成 7. 3. 2 
~ 3.11 

日算月

国立扶余持物館，仁川

院跡，公LLl城等

-国立慶州博物館，釜山市立博物館，

国立博物館，国立中央博物館等

②大学研究室等

エ

参加者
円ー、
谷内日実月

木一男

西克造

沢勝

可

内口

シンポジューム「近江系土器の実態とその移動J(米原市)

と中世史研究J
帝京大学山梨文化財研究所(石和町)

「古文化財研究会j

国立雇史民俗博物館(佐倉市)

「日本文化財e科学会j 昭和女子大学

6. 6. 4~ 6. 5 

" 
白

山

百

町

河

臼

「農耕開始期における石器データの収集」

国立歴史民俗博物館

「全国城郭研究者セミナ 白

シンポジューム「古イー℃における

6.11 ~ 6.12 

8. 6~ 8. 7 

11. 26~ 11. 27 

7. 7~ 7. 8 

)11 崎保

河西克造

臼由武正

賞由 明

綿田弘

水沢教子

大竹憲昭

谷和隆

静両県理文研究所

シンポジューム「関東の

「東日本の水田を考える会j

「古代に挑戦する自然科学J
f縄文セミナ-J

仙台市

東京都

水上町

シンポジューム

シンポジューム

11. 25~ 11. 27 
12. 17 ~ 12. 18 

7. 2. 1 ~ 2. 2 

7. 2. 4~ 2. 5 

-箱根山麓の!日石器時代の編年」

沼津市

シンポジューム7. 2. 18~ 2.20 
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オ 県外博物館・埋文センター・遺跡等視察および、資料調査

期 日 視察 5題 イ也 参加者

7. 2. 24 ~ 2. 26 山梨県立考古博物館他 依田謙ーほか

この他，他県理文センター・博物館・大学研究施設・発掘調査現場の視察・資料調査などを

千子った。

カ 全埋文協など、への参加

実丹 日 d32bζ 、 議 名 開催地 参加者

6. 4. 20 全埋文協中部・北陸ブロック 新 可子 田 村治夫

卒中林幹雄

小 林 秀 夫

6. 5. 11 全埋文協役員会 野市 務 局

6. 6. 16~6. 17 全壊文協総会 大阪府 田 村治夫

小 林 秀 夫

越 登

下平正彦

6. 9. 13~9. 14 関越自動車道関係等四県連絡会議 伊香保町 百謀長長秀

篠 原 教 雄

堀 正治

6. 10. 6 ~ 10. 7 全埋文協研究会 子守I)'g巾 関

沼 之

犠野 子

6. 10. 20~10. 21 関東甲信越静埋文行政担当 村上市 土屋

玉井昌

6. 10. 27 ~ 10. 28 全埋文協中部・北陸フゃロック会議 石和町 田 村治夫

羽生田 行

広瀬昭 7l 

石坂 ネ谷

6. 11. 7 ~ 11. 8 全埋文協役員会 者日 由 村治夫

神林幹雄

小林秀夫

6. 11. 24~1 1. 25 甲信越静埋文行政担当者共同研修会 石和町 時 田 正

臼 田 武正

7. 2. 16~ 2. 17 全埋文協中部・北陸ブロックOA委員会 富山市 原 明 芳
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ンター研修

力日 者

教育センター(※企画研修・ム公開講座)

平成 6.6.2 ~ 6.3 一般 社会・地歴公民 追求力を育てる社会科の授業

6.7. 5 ~ 7.6 学習惜報センターと利用指導の実捺

6. 7 . 19~ 7 . 20 自然観察

6.8. 3 ~ 8.5 地域と教材開発

" " " 
" 図工・美術 絵を描くこころ

6. 8. 30~ 8.31 理 科 大地の生いたちを探る

6.9. 8 ~ 9.9 理 科 地質分野の野外観察と教材化

6 . 10. 4 ~ 10. 5 教 相談 小学校の教育相談

6. 10. 19~ 10.20 理 科 中学・高校の地学

" " 11 " 
6. 10. 20~ 10.21 一般

6. 9.29 ※ 

" 11 11 11 

" 11 11 " 
6. 11. 1 ※ 自然環境と身近な生活

" 11 11 11 

6.12. 1 ※ 

"・ 11 11 " 
6.12.15 ※ に生きる

6. 6. 20~ 6.21 情報処理 ワープロ入門 依田 戊一+亭品

6.7. 4 ~ 7.5 " パソコン入門(2) 広瀬昭広

6.8. 4 ~ 8.5 " パソコン入門(3) 五十嵐敏秀

6. 9. 29~ 9.30 " パソコン入門(4) 丹原隆爾

6. 12. 15~ 12. 16 " パソコン入門(5) )11 崎 イ呆

6. 7 . 27 ~ 7 . 29 11 MS-DOS応用(1) 前田利

ク 姉妹校研修

調査事務所名 期 日 訪問学校名

イ左 久 6. 10. 4 佐久市立束中学校

6. 11. 16 佐久市立東小学校

長 野 I 6. 12. 5 長野市立篠ノ井西

中学校

7. 2. 15 長野市立通明小学

校

中 長野県中野西高校|授業参観・
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ケ

期日

6. 4. 1 ~ 9. 30 

6. 7. 7 ~ 7. 29 

610  

この他，松本市，波田町，

業，保存処理等協力・

協力・指導内容等

国道153号線関係発掘調査等

蛇塚A遺跡群の調査

安源寺遺跡の調査

内12市町村及び県外 6関係機関から発掘調査，整理作

り対応した。

コ 平成 6年度市町村埋蔵文化財担当者発掘調査技術研修会

会・長野県立歴史館と

1 B時平成 7年 2月2日(木) 9 時45分~16時

2会場 長野県立歴史館

3研修会要旨

9 : 15 受付

9 : 45 開会行事

主催者あいさつ

日桂説明

10 : 00 講演 於講堂

10 : 00… 11 : 40 I埋蔵文化財ー写真の現状と問題点j

11 : 40 質疑

12 : 00 昼食

12 : 30 

13 : 30 実習

13 : 30 -15 : 30 

15 : 45 開会行事

主催者あいさつ

16 : 00 終了

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘諦査部

f出幹雄専門官

於 作業室

講師奈良自立文化財研究所 佃幹雄専門官

助 手 当 セ ン タ ー 西島力調査研究員
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理事会

理

調査事務所

査員|山掻

平成 5年度役員及び職員

和夫(県北陸新幹線局長)
智二(県教委文化課長)
博敏

忠雄(長野市教育長)

篠原教雄

河西

出河

~ttl井英知月原
増村 水沢

英夫広田

隆夫市)11

英継西LlJ

自沢 賛田

山本 j告両角

山崎まゆみ西嶋

ー冗ふーi 
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竹内

鈴木孝則

神 林 忠 克





長野県埋蔵文化財センタ一年報11 1994 

発行日平成 7年 3月31日

編集発行腕長野県理蔵文化財センター

干387 更埴市屋代清水260-6 

TEL 0262-74-3891 

印 刷信毎書籍印刷株式会社

〒381 長野市西和田470

TEL 0262-43… 2105 




